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第一章








　信号が青に変わったことを知らせる『ピヨ・カッコー』の音が聞こえてきて、恵え茉まは目の前の横断歩道に一歩踏み出した……はずだった。

　だが、次の瞬間には真横から車に追突され、体は宙を舞っていた。

　あ、死ぬな……と悟ったときに、すぐ近くから『ピヨ・カッコー』の音が聞こえる。どうやら、通りの向こうの別の信号が青になったときの音と間違えて、まだ赤なのに横断歩道を渡ってしまったらしい。

（スマホばっか見てて、信号が青になったの目で見て確認してなかった）

　仕事で疲れていたとはいえ、あまりにもボーッとしすぎていた。自分がボーッとしていたがために、車の運転手を事故の加害者にしてしまった。

（運転手さん、ごめんなさい……ああ、これ、絶対死ぬやつだ……）

　遠のいていく意識の中で、恵茉はそんなことを考える。

　子供のときから良い子で、かといってこれといった特技もなく、だからこそ良い子であり続けねばと思って生きてきた。

　その甲斐あって親や大人からの評判は良くて、友達にも恵まれてきたけれど、恋愛にだけ縁遠かったのだ。

（え、やばい……私、恋愛も知らずに二十四歳で死ぬわけ？）

　特に面白みのない走馬灯を見終えて、恵茉は思う。人生をダイジェスト版で見せられると、何て味気ないのだろうと。それもこれも、恋愛要素がないからだろうと。

　それに気づいてしまうと、途端に激しい後悔が湧いてくる。二十四歳という若さで死ぬのも嫌だが、何より恋愛経験も性の悦びも知らないまま死ぬのに耐えられそうになかった。

　実際に体験してみたら「別に大したものじゃないな……」と思うかもしれない。だが、体験しないでいると、ずっと憧れや願望だけ抱えたままということになってしまう。

「そんなの嫌だ……！」

　叫んだ瞬間、恵茉の意識は戻った。しかし、目を開けて視界に飛び込んできたのは、真っ白な何もない世界だった。

「あ、やっぱ死んだやつなのね……」

『理解が早くて助かります』

「え、誰？」

　独り言に女性の声で返事をされて、恵茉は慌てて周囲を見回した。しかしながら、当然誰かいるわけがない。目に入るものすべて白で、自分の足元に影すらないのだから。

『すみません。まだアバター……具現化の用意がないので、音声だけで失礼します。わたくし、女神です』

「女神……」

『胡散臭いですよね。システム上の呼び名と思っていただければ。わたくしは、死んだ魂をその後どこに送り届けるかの采配をとる担当者です』

　女神と名乗った声は、淡々とした声でそんなことを言う。何というか妙に人間くさいというか、馴染みのある感じだなと思って考えていると、役所の職員のようだと気がついた。

　こちらの疑問に軽くは答えつつも、とりあえず手持ちの情報を頭から説明したがっている感じが、もろにお役所の仕事っぽい。

『わたくしの担当はいわゆる、転生向き魂の采配です。天国や地獄に送るほどの材料もないので、ひとまずまた生まれ変わらせてみるか、という感じの魂ですね。竹たけ下したさんは事故死なので魂の休息期間も特に必要ないと判断し、シームレスに次の人生を始めさせていただけると考えておりますが』

「え、ちょっと待ってください。話の腰を折ってしまって申し訳ないんですけど、天国と地獄に送るほどの材料がないとはどういう意味ですか？　あと、事故死だから魂の休息期間がいらないってどういうことですか？」

　恵茉はつい好奇心で聞いてしまっていた。淡々と、結構重要で面白そうなことを言っていると思い、聞き流すことができない。相手の姿が見えないのを良いことに、思い切り眉間に皺を寄せ、訝っているのを隠さない表情を浮かべている。

『天国は、簡単に言えばボーナスステージです。ポイントを一定数集めたら行ける場所ですが、竹下さんの場合はごく平凡な人生を二十四年ですので、ポイントが足らず……』

「失礼しちゃうな……でも、理屈はわかりました。じゃあ、地獄というのは？」

『人間が思っているのと同じような仕組みの場所ですよ。魂は有限なのでこちらとしてはリユースしたいのですが、罪を犯して汚れきった魂はすぐにリユースには回せませんので。罪に合わせて罰が下る、矯正施設に向かわせます。そこで真っ当な魂になったら、次の生を与えられるというわけです』

「ボーナスとかリユースとか、説明が俗っぽいな……でも、わかりやすかったです。なるほど……私はボーナスもなければ矯正の必要もないから、すぐ転生ってことですね。えー、でも、私も休息ほしいんですけど」

　天国や地獄が自分にとって用のない場所なのは理解できたが、事故死なら休息なしというのはわからない。

　大学卒業後、就職してからというもの、ずっと働き詰めだったのだ。だから、生まれ変わりまでの期間、少しくらい休ませてほしい。

『休息と言ってしまったので誤解を与えてしまったようですが、簡単に言えばリハビリ期間です。自死ですとか長い闘病を経て亡くなった方の多くが、すぐに生まれ変われるほどの気力が残っていないのです。ですから、疲れ果てて傷ついてボロボロの魂を休ませ、補修しなければ次へ送り出せないから設けられている期間なのです』

　恵茉がダダをこねようとした気配が伝わったのか、女神の声にやや困っている様子が滲んだ。

「あー、なるほど。私は『あんた別に疲れても傷ついてもないならすぐに次の人生始められるよね』ってことですか……」

『理解が早くて助かります』

　恵茉は納得したわけではなかったが、染みついた〝良い子ちゃんぶり〟を発揮して納得したふりをしてしまった。駄々をこねるのが苦手だというのもある。

『そしてここからが竹下さん向けの説明になりますが、転生に向けて何かご要望はありますか？』

「それって、アニメとかで見る転生者ボーナスとかチート能力のことですか？」

『いえ、ああいうのは滅多には……ただ、こちらも有限な資源である魂を適切にリユースしていくために、こうして死んだ直後の魂に働きかけて、ちょっとしたお願い事を叶えてから送り出そうという方針になってきているんですよ』

「何だ……ちょっとした願い事程度か」

　休息期間も与えられず、チートももらえないなんてと、恵茉は早くも転生に対して期待をなくしつつあった。死んでからこんなやりとりがあるなんて知らなかったから少しワクワクしたが、平凡な自分が何か与えられるわけがないのも何となくわかってはいたのだ。

『何か要望はありますか？』

「いやぁ、特にないです」

『そんなことおっしゃらずに。えーっと、死の間際に感じてらした後悔は「素敵な恋愛がしたかった」「好みのイケメンとエッチしてみたかった」ですか……なるほど、なるほど』

「え、ちょっと！　人の記憶？　魂を勝手に読み取らないでよ！」

『でも、これならちょうど叶えられる転生先がありますよ。魂のマッチ度も抜群。時間もないことですし、サクッと転生ゲートにお送りしますね』

　淡々としつつも、女神はとても強引だった。恵茉の要望を勝手に決めつけると、あっさり転生の手続きに進んでしまう。ひとりあたりの持ち時間が決まっているのなら、最初からそう言ってほしかった。

　言葉の端々に出ていたが、この高位の存在は魂のことをただの資源としか思っていないらしい。

「えっ、ちょっと、やだやだ！」

『大丈夫ですよ。痛いとか苦しいとかはないですし、生きるのに苦労しないように今世の記憶はトリガーが発動するまで戻りません。下手に記憶があると混乱しますから。──それでは、いってらっしゃい』

　女神が言った直後、恵茉の意識はどこかへ呑み込まれていくのを感じた。体はないのに、激しい力で別の場所に移動させられるのがわかるのだ。

「ひどい！　こんなのってない！　もっとちゃんと説明して話も聞いてほしかったー！」

　恵茉の文句と後悔は、虚空に呑まれていった。




「……ひどい……ひどいよ……」

「エマ様、どうなさったのですか？」

「え……？」

　体を揺り動かされる感覚で、恵茉は覚醒した。

　驚いて目を開けると、目の前に白銀の髪にピンク色の瞳をした、妖精じみた可愛い女の子がいた。恵茉が瞬きすると、その子も合わせて瞬きする。それを見て、目の前に鏡があって、可愛いその子は自分の姿なのだと気がつく。

「え、これ私？　可愛い……」

「そうですよ。エマ様にとって今日は大事な日なので、いつにも増して可愛いのです」

　恵茉の独り言に答えて、装飾品を手に女性がひとりやってくる。それは頭に飾るものだったらしく、そっと乗せられるとその重さに恵茉はふらりとする。鏡台の前の椅子に座っていたからよかったものの、立っていたら倒れ込んでいたかも知れない。

「重いから、ぴしっと姿勢良くしていなくちゃだめですよ。今日のお式が楽しみすぎて、昨夜は眠れなかったのでしょう？」

「お式？」

「もー、まだ寝ぼけてらっしゃる！　今日は聖女エマ様と神官ウルリク様の結婚式でしょう！」

「結婚式……」

『そうです！　本日は結婚式ですよ』

　恵茉が混乱していると、脳内に声が響き渡る。女神の声だ、と思った次の瞬間には、脳内に映像が流れ込んできた。

『竹下さんはエマという女性に生まれ変わり、十五歳のときに聖なる力に目覚めたことで聖女に選ばれました。五年間の神殿でのお勤めを経て、このたび美貌の神官ウルリクとの結婚が決まったのですよ』

　貧しい農村で生まれ、慎ましく暮らしてきた少女時代。病気の人々のために祈るうちに聖なる力を発現した十五歳のとき。そして、神殿での五年間のお勤め。

　エマという女性の二十年間の人生をまたもやダイジェストで見せられた上、それに合わせて女神のナレーションを聞かされた。

　知らない人の人生のはずなのに、映像を見終えたあとには、知っている人の人生になっていた。

（に、偽の記憶を掴ませられてる……じゃない。これ、私の人生か。そうか、今度の人生はエマっていう聖女なのか……）

　女神の補足により、恵茉改めエマは、状況を理解した。

『ちなみにこの音声は前世の記憶を取り戻したとき用の録音データなので、苦情などは受け付けません。それでは、良い人生を』

「……くそっ」

　女神とまだ会話ができるのなら今度こそ文句を言ってやろうと思ったのに、それを読んだかのように録音データだと言われてしまえば、どこにも文句のぶつけようがない。

「……エマ様、大丈夫ですか？　やっぱりまだ眠いです？」

　女神の声と映像に意識を割いていた間、きっと呆然としているように見えただろう。目覚めたときから世話をしてくれている女性──イェリが、心配そうに顔を覗き込んでくる。彼女が聖女の世話人であることを思い出し、心配させてはならないと、エマは笑って首を振った。自分より少し年上なだけのこの若い女性を困らせたくなかったのだ。

「大丈夫よ。でも、緊張とかいろいろで頭が混乱しているみたい。式の間、ちゃんとやれるかしら……」

「それは問題ありませんよ。これから祭壇の前で神官長に祝福の言葉をいただいて、みんなにお披露目したらあとはお開きですから。その後は夜のお勤めですよ」

「そっか。式自体は簡素なのね」

「聖女と神官の婚姻ですから、やはり主たるは夜のお勤めのほうですよ」

　イェリの解説を聞いて、エマはほっとした。儀式だなんだといって段取りが必要だとしたら、そんなものは全く頭に入っていないのだから。聖女と神官のお勤めということは、おそらくお祈りか何かだろう。記憶を漁る限り、神殿でのお勤めとはすなわち祈ることだった。

　竹下恵茉ではなくエマとして生きてきた二十年間の記憶もある状態にはなったが、ところどころまだ不安要素はある。まだ借り物の記憶という感じが否めない。

「さて、そろそろ参りましょうか。はぁ、美しくて愛らしくて完璧です」

　椅子から立たされ、イェリにうっとりして言われる。エマは改めて自分でも鏡を見てみて、その中に映る愛らしい姿に見とれた。

（この白銀の髪といい、ピンクがかった茶色の目といい、特別感のある容姿ね。顔立ちは平凡ではあるものの、とにかくこの色味が可愛い）

　鏡に映る自身は、うっすら肌が透ける白のローブを身に着けている。襟元や袖や裾に刺繍が施されているし、首元や手首にも装飾品をつけているから華やかではあるが、聖職者としての神秘性は失われていない。

　額飾りも相まって、神々しさすら感じさせる見た目となっている。

「さ、行きましょう。ウルリク様と並ぶエマ様の姿が早く見たいです。美しいお二人が夫婦になるのは、民たちの希望になりますよ」

「そっかぁ……希望かぁ」

　結婚相手であるウルリクのことがまだいまいち思い出せず、エマは曖昧に微笑むに留めた。イェリの様子だと、さぞ美しい男性なのだろう。

　エマに心酔しているらしいイェリは、ウキウキした様子で先導した。彼女に導かれるまま扉を潜るとすぐ、そこは荘厳な雰囲気漂う空間だった。

（あれが祭壇で、そしてその前にいるのが私の夫になる人……）

　扉の向こうは式の会場だったらしく、大勢の人々と祭壇が目に入った。そして、祭壇の前には黒髪の聖職者がいる。

　後ろ姿しか見えなくて、エマは気持ち早足で祭壇の前へ向かった。そしてその黒髪の神官の顔を正面から見て、思わず息を呑んだ。

　凛々しい一文字眉の下に、憂いを帯びたタレ目がある。その双眸に輝くのは、アメジストを思わせる紫色の瞳だ。筋の通った鼻梁も形の良い薄い唇も、すべてが神がかった造形だ。

　イェリが褒めるのも無理はないと、夫になるウルリクの美貌に見惚れた。

　彼はエマの視線に気づいて一瞥したが、無感動な様子で目をそらしてしまった。その素っ気なさにがっかりするも、祭壇に人が現れ、式が始まる様子だったので意識はすぐにそちらへ向いた。

　やってきたのは髭を蓄えた老爺で、その風貌や服装から偉い聖職者なのだとわかる。

　イェリの話だと、この神官長からお祝いの言葉をもらったら式は終わりだと言っていたが、偉い人の話があっさり終わることなどあるわけないと、途中から気がつく。

　しかも、神官長の声は心地よいテノールで、聞きながら眠くなってきてしまう類のものだった。とはいえ、眠るわけにはいかないから、エマはこっそり手の甲をつねって、長い長い長ーいお祝いの話に耐えたのだった。

「行くぞ。これから夜の勤めだ」

　盛大な拍手が会場を満たし、ようやく終わったとほっとしたのも束の間、隣にいたウルリクに声をかけられた。

　彼は若干面倒くさそうにエマに視線を向けると、仕草でついてくるよう促す。

　促されるままエマは彼のあとに続く。だが、連れて行かれたのは寝台とわずかな調度品があるだけの簡素な部屋だった。

「……お勤めって、ここでするんですか？」

　この部屋で祈るのだろうかと不思議に思ってエマが尋ねると、ウルリクは怪訝そうな目で見てくる。美形の不機嫌顔はすごみがあってドキリとしてしまうが、ときめいている場合ではなさそうだ。

　つい先ほど結婚式をあげて夫婦になったというのに、彼はどうやら欠片もエマを好きではない様子だ。

「ここ以外、どこでするんだ？　まあ、どこであろうとやることは変わらないがな」

「でも、お勤めってお祈りとかですよね？　礼拝堂とかに行かなくてもいいものなんですか？」

「……はぁ？」

　エマはただ疑問を口にしただけなのに、ウルリクは露骨に不機嫌になった。というよりも、呆れているのかもしれない。

　エマは慌てて〝記憶〟を漁るも、夜のお勤めに関する知識はない。お勤めといえば、神殿や礼拝堂で神に祈りを捧げ、神に代わって施しを与えたり慈善事業に取り組むことを指す。

「なるほどな。お前は聖女だから、直前まで俗っぽい知識は入れられてないわけか。つくづく悪趣味だな。無垢で無知な女をどうこうしたい、男たちが考えそうなことだ」

　ウルリクはエマが本当に何も知らないと察したのか、別のとこに怒りを向けていた。どうやら、知らされるべきことが伏せられていたのを怒っているらしい。

「……いいか、よく聞け。これから私とお前は、夫婦の契りを結ぶ。いわゆる初夜だ。それを神殿関係者たちはまどろっこしく〝夜のお勤め〟だなんて言っているわけだ。まあ、神に捧げるための交合だからお勤めで間違いはないんだがな」

　ウルリクは実に面倒くさそうに、だがわかりやすく説明してくれた。

　それを聞いて、「こんな形で願いを叶えてくれなんて言ってないよ！」とエマは内心で悲鳴を上げる。驚きに目を見開き、頬を染めている。

　確かに死の間際、イケメンとエッチしたかったと後悔した。そして、目の前のウルリクは間違いなくイケメンだ。

　しかし、これで「はい、願いが成就しましたね」なんて女神に思われるのも癪だ。

　何より、「素敵な恋愛がしてみたかった」の部分が叶えられていないではないが。

「その反応を見るに、本気で誰にも説明してもらえてなかったんだな。……可哀想だとは思うが、仕事だと思って諦めろ」

「いえ、あの……落ち込んでいるわけでは……」

「心配することはない。この部屋には〝そういう気分を促す〟香が焚かれているし、お前の体に負担はかけないように最大限気を使う」

　ウルリクはそう言って、寝台に来るよう促した。呼ばれて反応しないのは良くないと思い、エマはガチガチに緊張したまま彼のそばに行く。

「耳年増なのも困るが、こうも不慣れな様子ではこちらの罪悪感がすごいな」

　寝台の、少し離れたところに座ると、ウルリクが溜め息まじりに言う。確かに不慣れだから、彼が呆れるのも無理はない。せめてその手の前世の知識があればと思うのだが、処女のまま死んだからお手上げだ。

「私も初めてだが、一応一通りの知識はつけてきた。だから、心配するな」

「はい……」

　ウルリクは不機嫌な顔のまま、エマを寝台に横たえた。

（こんな美形なのに童貞……聖職者だから、当然か……うっ、顔がいい……！）

　すぐ間近で彼の顔を見てしまい、恥ずかしさやら照れやらが入り混じって混乱し、エマは思わず目を閉じた。不機嫌に見えた彼の顔は、もしかしたら緊張しているからかもしれない。

「これから体を解していく。それでお前の体の準備ができたら、交わるから」

「はい」

　目を閉じているから、これから何をされるかわからない。

　しかし、視界を封じたことで残りの感覚が鋭くなったためか、彼が言っていたお香の香りを強く感じた。

　甘いのにどこかスパイシーで、そして艶っぽい香りだ。おそらく、催淫効果が期待できるお香なのだろうと思うと、不思議と体の奥が疼いてくる気がした。

「痛かったら言ってくれ。他人に体を触られるのが不愉快というのは……ひとまず我慢してくれ」

「わかりました」

　断りを入れてから、ウルリクはそっとエマの体に触れてくる。

　初めは頬を、それから首から肩にかけてを、彼の指がなぞっていく。それは愛撫というより輪郭を確かめるみたいな行為で、エマはくすぐったいようなそうでもないような感覚になりながら、じっと耐えていた。静かにしているぶん、自分の心臓がうるさく鳴っているのを感じる。

　だが、彼の指が脇腹に差しかかったとき、体が小さく跳ねてしまった。口からも、「ぴゃっ」というような間抜けな声が出る。

「……痛かった、わけではないな？」

「は、はい」

「それなら、続けよう」

　驚いて目を開けてしまうと、こちらを見つめる彼と視線がぶつかった。これから行為に及ぼうとしているのに、彼の表情はどこまでも冷静だ。

　なるほど、これはかなり義務的に抱かれようとしているなと、エマも心がスンッ……としてくる。「きゃーイケメンと初エッチよ」だなんてはしゃいでいた少し前の自分が恥ずかしくなってしまうほど、ウルリクは冷静だ。

　そもそも聖職者である彼に性欲なんてものはあるのか？　という当然の疑問はあるが、彼に触れられていくうちに、エマの体は少しずつ目覚めていく。

　何せ、前世は色恋の何たるかも知らず、その手の願望を抱えたまま死んだうら若き女性なのだ。待ちに待った機会に恵まれれば、期待するというものだろう。

「んっ……あ、ふ……」

　彼の指が脇腹から胸部へと移動すると、気持ちよさはさらに増した。爪先から何かが這い上がってくるような感覚がして、その感覚が移動してくるのに合わせて体中の産毛が逆立つみたいな気がしてくる。

「そうか……乳房が好きなのか」

　無表情だったウルリクの口元にかすかに笑みが浮かび、目の奥にも剣呑な雰囲気が宿るのをエマは見た。エマのいいところを探り当てた彼は、今度は乳房を中心に愛撫を加えていく。

「あっ、ん……」

　やわやわと膨らみを揉みしだかれていたかと思うと、やがて指先は中心部を念入りに愛撫するようになる。中心部にあるのは、蕾のような小さな突起だ。彼に刺激され、ぷっくりと顔を覗かせている。

「服の上からでも、立ち上がってきているのがわかるようになったな」

「んっ、だめぇ……あぁっ」

　ウルリクの指先は、胸の頂を執拗に弄る。摘まれたり、ピンと弾かれたり、クルクルと弄ぶように捏ねられたり。そのたびにエマの体には電気が走るみたいに痺れが起きて、腰を跳ねさせられる。

　初めてなのに、知らない人の指なのに、感じてしまっていた。

　下腹部が、切なく疼いている。未経験でも、体が彼を受け入れる準備を始めていることは理解できた。

「……その反応を見る限り、そろそろ大丈夫なようだな」

「えっ」

　胸への愛撫でエマが高ぶり始めたところで、ウルリクは動きを止めた。そして、おもむろにエマの両脚を大きく開かせる。

「あっ」

「濡れている……ならば、挿入して良いのだろうな」

　日頃人の目に触れさせることはない秘めた場所を彼の眼前に晒されているだけでも恥ずかしいのに、そこに指で触れられてエマは羞恥に震えた。触れられることで、その場所が濡れているのだとわかる。

「えっ、あっ、ちょっと……」

　戸惑うエマをよそに、彼はエマの服を脱がせると、自身も身につけていたものを取り去って裸になった。

　どちらが身につけているものも装飾は施されているものの何だか薄い服だなと思っていたが、おそらく〝夜のお勤め〟のための脱がせやすいものだったのだろう。

　一糸纏わぬ姿となって、ウルリクは大きく脚を開かせたエマの体に覆い被さってきた。ほどよく引き締まった彼の体の中心には、白皙の美貌に似つかわしくない凶悪なものが屹立していた。

「え、まだ……」

「濡れたら挿れろと書物には書かれていた。だから、我慢しろ。すぐ終わる」

　まだ指で解されてもいない場所に、彼の屹立が宛てがわれた。かと思えば、すぐにその先端がぐっと押し込まれ、引き裂かれるような痛みにエマは悲鳴を上げる。

「いっ……やだぁ……痛いよぉ……」

　濡れてはいるものの、当然いきなり大きなものを受け入れられるわけがない。だが、濡れたのだから準備はできていると判断したらしいウルリクは、動きを止めようとしない。

「くっ……こんな狭い場所に、本当に入るのか？　泣くな。私とて、お前にひどいことをしたいわけではないのだ。これも勤めだ」

「ふっ……うぅ……」

　ゆっくりとではあるが、彼の雄々しい屹立はエマの中を進んでくる。潤滑を促すほどの濡れ方ではないため、引き攣れるような痛みを覚えて、自然と涙がポロポロこぼれてきてしまった。

　その涙をそっと指先で拭って、ウルリクは慰めるようにエマの頭を撫でる。

「泣くな。泣かないでくれ……どうしたらいい？」

　彼は一度体を離すと、困った顔でエマに問いかけてきた。そんな顔をするということは、エマを手酷く扱いたいわけではないのだろう。

　おそらく彼も、無知なだけだ。未経験というのだから、仕方がない。

　とはいえエマも経験はなく、おぼろげな知識のみだから、的確に指示を出せるわけではないのだが。

「えっと……このままでは私のここは狭くて大変なので……指で少しずつ、ほぐしてください」

「指で、か」

「はい。あ、いきなり挿れるのではなく、少しずつ……気持ちよくなると、女性のここは潤み始めるので、たっぷり潤んで、指が二本くらい入るようになるまでほぐしていただけたら……」

　言いながら、恥ずかしさのあまりエマの声はどんどん小さくなっていった。

　両脚を大きく開き、自身の秘処を夫になったばかりの男性に晒しながら話しているのだ。恥ずかしくないわけがない。

　だが、このままではとても痛い初体験になってしまう。

　〝お勤め〟は果たさねばならないが、痛いのは嫌だと思い、エマは羞恥に震えながらウルリクにお願いをする。

「いきなり指を挿れるのは痛いし怖いので、ゆっくり周辺をなぞるような感じで……あっ」

　エマの指示を聞くと、彼はすぐに実行に移した。指先を秘裂に沿って、そっと優しく動かす。エマが思わず声を出すと一瞬動きを止めたが、すぐにまた再開する。

「なるほど……こうすると気持ちよくしてやることができるのか」

「あっ、待って……」

「これは、触ってもいいものだな……むしろ、触られるためにあるようだ」

「あぁっ！」

　ウルリクはエマの様子を観察しながら、指を動かしていった。

　最初は周縁をなぞっていた指だったが、すぐに秘裂の上の突起に行き着く。髪と同様に白銀で、ほとんど無毛に近いエマの秘処は、敏感なその花芽を隠せずにいた。

「ここが、女性が快楽を覚えると肥大化するという部位だな……姦淫に耽っている女のものはこれが大きくなっているというが、お前の花芽は小さいな。自分で弄ったことは？」

「あ、ありません……」

「それなら、夫である私がここをこれから大きくしてやろう」

「ひゃっ……あぁっ」

　エマが感じるとわかったからか、ウルリクは執拗に花芽を弄る。くるくると円を描くように指を動かしたり、親指と人差し指で押しつぶすように摘んだり、真剣な顔でどうすれば気持ちよくさせられるのか探るかのように。

　前世でも少しだけ、自分で触れたことがある場所だ。だが、人に触れられるのと自分で触れるのは全く違うもので、エマは未知の感覚に戸惑っていた。

　決して不快ではないのが困ったものだし、彼の手つきがどんどんうまくなっていっているのも気になる。

「ああ、なるほど……こうすれば蜜が溢れてきて、滑りがよくなるのだな。指を挿れてみるか……」

「あぁっ……いっ……」

　しばらく花芽を愛撫しつづけていたウルリクだったが、蜜口から蜜が溢れ始めたのに気づき、それをすくうように指を突き立てた。

　抵抗しながらも、エマの蜜壺はゆっくりと彼の指を呑み込んでいく。

「あっ……やっ……ん……」

「ここ、か？」

「あぁっ！」

　彼の指が第一関節くらいまで呑み込まれたところで、エマは強烈な感覚に腰を跳ねさせた。

　痛かったのではなく、気持ちがよかったのだ。

「なるほど……ここがいいんだな？　他の場所とは触り心地が違うな……」

「や、だめっ……押しちゃ……あぁっ」

「……気持ちがいいんだな」

　その部分がエマの弱いところだとわかったのが嬉しかったのか、ウルリクの涼し気な顔にほのかに笑みが浮かんでいた。そんな顔もするのかと驚いたが、それよりも与えられる快感が強すぎて、エマの情緒は忙しい。

（これが、Ｇスポットってやつか……やばい……自分ですら触ったことがないから、刺激が強すぎる……）

　なけなしの前世の性知識によって、自分が今どこに触れられているのかは理解した。だが、わかったところでどうしようもない。

　エマは強すぎる気持ちよさに眉根を寄せ、目を潤ませていた。唇を引き結んで耐えようとするのに、声が漏れてしまう。その声は、どう聞いても媚びを含んでいて、もっとしてほしいと言っているみたいだ。

「ウルリクさまっ……だめっ、なにか、きちゃう……！」

　いやいやと、エマは頭を振って意思を伝えた。だが、ウルリクがやめてくれることはない。

　それどころか、指をそっと浅いところで抜き挿ししながら、花芽も刺激してくる。

「そうか、ここも一緒に触ると気持ちよさが増すのだな……どんどん蜜が溢れてきて、締めつけも激しくなる……指を増やして、広げてやるからな」

「だ、だめぇっ！　やっ……あぁぁっ……！」

　宣言通り、指を二本に増やされてグッと弱い部分を押し込むように刺激された途端、エマの中で何かが弾けた。気持ちがよくて堪らなくて、彼の指をギュウっ……と締めつけてしまう。

　次の瞬間には、ビリビリとした痺れに似た快感が全身へと広がっていく。

「気をやったのか……すごい締めつけだな。ここに、私のものを挿れるのか」

「え、待って……」

　エマが達したのを見届けて、再び彼が覆い被さってきた。もう待てないというように、屹立が濡れた秘処にあてがわれると、一気に貫かれる。

「んんっ……い……は、ぁ……」

「狭い、な……だが、入った」

「うぅ……」

　彼のもので奥まで貫かれ、その圧迫感にやはり苦しくなった。

　たっぷり濡れてはいるし、指でほぐされもした。だが、それでも彼のものは初心なエマの体には大きかった。

「締めつけが、たまらないな……すぐに搾り取られてしまいそうだ」

　言いながら、ウルリクは確かめるようにそっと腰を動かす。

　痛くて引き裂かれそうではあるものの、エマの体は先ほど快楽を教えこまれたばかりで、早くも気持ちよくなりつつある。

　吐息が荒くなり、眉根を寄せているところを見ると、彼はエマの中にいるのが気持ちがいいのだろう。

　腰をゆっくり動かす中で、彼のものがさらに太さを増すのを感じていた。まだほぐれきっていない体を穿たれるのは痛くて、つい涙が溢れてしまう。

「泣かないでくれ……なるべく早く終わらせる」

「……はい」

　彼が申し訳なさそうに言うのが切なくて、エマは涙をこらえようとした。だが、やはり不慣れな圧迫感に泣いてしまう。

　とはいえ、涙が出るのは生理現象だ。慰められようとも、大きなものを抜き挿しされるのは痛い。

　何より、愛して求められているのではなく、ウルリクがあくまでも義務として自分を抱いているのがわかるから、それが心を軋ませるのだ。

（こんなことなら、ラブラブハッピーな恋愛がしたかったって女神に言えばよかった……）

　痛みはほとんどなくなった。何なら、先ほど彼の指で初めての絶頂を体験した。性行為が気持ちがいいものだというのは、体が理解しつつはある。

　きっとこれから、この行為をたまらなく気持ちがいいと感じるようになるだろう。

　だが、求めていたものとは違うから、心がちっとも満たされないのだ。

「はぁ……」

　吐息を漏らすウルリクの腰の動きが激しくなってきた。間もなく果てるのだろう。その頃にはいくらか内側も解されて、滑りもよくなっていた。

　とはいえ、引き裂かれるような痛みはまだある。大きく脚を開いた姿勢も痛い。

（はぁ……本当に顔はきれい。イケメンというより美形だわ）

　快感に顔を歪めるウルリクを眺めて気持ちをそらしながら、エマは彼が果てるのを待っていた。花芽を擦られ、またビリビリした快感に全身包まれる。

「……っ」

　息を吐いて彼のものが大きく震えたかと思うと、腰の動きが止まった。そのあと、彼のものが脈打つのが伝わってくる。

　注がれているのだとわかって、エマはじっとそれが終わるのを待った。だが、それは想定したよりもずっと長くかかった。

「終わった。休むぞ」

「……はい」

　中から出ていくと、彼はそっと脱がせたものを肩にかけ、それから寝具をエマと自分にかける。もう寝るということらしい。

　余韻も何もあったものではないが、彼としては〝役目〟を果たせたからもう休みたいということなのだろう。

　彼に組み敷かれていただけだが、エマも初めてのことで疲れてしまった。

　それに、前世の記憶が戻ったことで、頭の中で整理しなくてはならないことがたくさんある。

　だから、目を閉じるとすぐに眠りに落ちていった。




（ウルリクと私は、いわゆる政略結婚だものね……）

　記憶の海をたゆたっていると、エマとしての生の記憶が見えてくる。

　どうやら、十五歳で聖女としての力を見出されてすぐ、彼との結婚は決まっていたようだ。

　とはいえ、同じ神殿でお勤めをしていただけで、言葉を交わすような接点はなかった。双方、容貌が優れていることから大切にされ、婚姻が成立するまでの間は滅多なことがあってはいけないと、お互いとだけではなく、他の異性と触れ合う機会も持てないようにされていたのを思い出す。

（なるほど……〝お飾り〟同士の結婚か。それでもエマは、ほんのわずかに姿を見たことがあるウルリクに憧れて、今日の結婚式を楽しみにしていたんだった）

　エマの記憶が自身の記憶として整理されていくにつれて、どんな気持ちでいたのかも思い出していく。

　ウルリクはどうだかわからないが、少なくともエマはこの政略結婚を好意的にとらえていたのだ。

　外界と遮断された特殊な環境ゆえの、相手を過剰に美化する現象ともいえるだろう。エマは美しいウルリクを神格化し、彼と夫婦になれることを心から喜んでいた。それが神へのさらなる奉仕につながると信じ、民たちのためにより一層力をふるえると考えていたのだ。

　日本人としての前世を思い出してしまった以上、かつてのように無邪気に神を信じる気持ちにはなれない。〝女神〟を名乗る得体のしれない存在と言葉を交わしてしまったせいもあるかもしれないが。

　それでも、エマとして成し遂げたいと思っていたことは変わらない。聖女の力があるのだから、世界のために、困っている人のために使っていくのだ。

（夫婦生活はどうなるかわからないけれど……生まれ変わったのだから、楽しまないと損だよね）

　気にかかることはあるものの、エマとしての人生を充実させていこうと心に決めた。







第二章








　翌朝、エマはイェリに起こされ身を清めて着替えてから、朝食を摂った。そのとき、ウルリクに声をかけたが起きなかったため、ひとまずそのままにしておいた。

　一晩寝て頭の整理がすっかりできたことで、エマはこれからの目標が決まった。

　聖女になる前もなってからも、エマは世界をよくしたいと考えていた。この国は数年前に隣国の戦争に巻き込まれ、その結果あちこちに澱みを抱えてしまっている。

　澱みにより水が濁ったままの地域、作物が育ちにくくなった地域、それらの影響で病気がちな人々が増えた地域など、様々だ。

　それらを解消するために神殿で祈ってきたのだが、本当は聖女として見出される前のように、市井を回って人々のために祈りたいというのがエマの願いだった。

　エマ自身が戦争の影響を色濃く受けた貧しい村の出身のため、そこで苦労して暮らす人々の姿に幼い頃から胸を痛めていたのだ。毎日、神様に祈っていた。どうか作物が採れ、人々の病が癒え、安心して飲める水が手に入るようになりますようにと。敬虔で心優しい両親に育てられたことが影響しているのだろう。

　両親がどちらも流行病によって倒れてしまっても、エマは祈ることをやめなかった。彼らの死と時を同じくして、浄化の力を発現させたのだ。

　この力は神と愛する両親が預けてくれたのかも知れないと考えたエマは、それから一層祈りに励むようになったのだ。そしていつしか、この力で穢れを浄化することで人々を救って回りたいと思っていたのだ。

　聖女として神殿に来てからの五年間、ウルリクとの結婚を控えていて箔をつけるために神殿に囲われていたような節があるが、婚姻が成立した今なら、かつてより自由はきくはずだ。

　というわけで、エマは食事をしている間にイェリに頼んで、外出のための手配をしてもらっている。さすがに、伴もつけずに外には出られないことは理解している。

「……エマ、何を張り切っているんだ」

　朝食が終わったあと、イェリに用意してもらった動きやすい格好に着替えていると、寝台の上からやる気のない声をかけられた。

　ウルリクはようやく目覚めたらしい。寝起きの彼も不機嫌そうで、それでいて艶かしく美しい。昨夜の情事が頭に浮かんで少し照れてしまったが、義務的で甘い空気などなかったなと思い出して、照れた気持ちを慌てて打ち消した。

「これから外出して、民たちの困りごとを聞いて回ろうと思っているのです」

「外出って……お前、体は大丈夫なのか？」

　エマの答えを聞いて、ウルリクはしゃっきりした顔になって寝台の上に起き上がる。

「体……大丈夫です。不慣れなのでまだ痛い気もしますが、歩き回るくらいなら全く」

「……なんだ。気兼ねせず抱き潰してやればよかった」

「何か言いました？」

　何だか口の中でもそもそととんでもないことを言った気がするが、ウルリクはエマの返答が気に入らないらしくムスッとしている。

　そんな表情をしても、裸体にシーツを巻きつけただけの姿でも美しいのは、ずるいとしか言いようがない。

「それで、外に行って何をするつもりなんだ？　出かけるのはいいが、それなら事前に言っておいてくれ」

　テーブルに自分の分の朝食があるのに気づくと、ウルリクはムッスリした様子でそれに手をつける。ついてくる素振りを見せるくせにすっかり支度が整っているエマを見ても、自分も急いで支度をしようという気にはならないらしい。

「どこに行くかはまだ決まっていないのですが、井戸を浄化したり土壌の改善を手伝ったりしようかと考えています」

　エマは、頭の整理が済んだことで思いついた様々なことをウルリクに話した。彼だって神官なのだ。きっと民たちの助けになることには関心があるだろう。

　そう思ったのだが、彼の表情は動かなかった。ずっと、興味がなさそうな顔のままだった。

「……大人しく祈っていればいいだろ」

「え？」

　言葉の真意を探ろうとしたところで、ドアがノックされ、イェリが入ってきた。その後ろに、体の大きな男性が続く。

「エマ様、外出に付き添う護衛騎士を連れてきましたよ」

　イェリにそう紹介され、後ろの彼はエマのそばまでやってきた。そして、恭しく跪く。

「お初にお目にかかります、エマ様。俺はラースと言います。王国騎士団所属ですが、志願して神殿の警護に当たっております」

「ラースさん、初めまして。あなたみたいな人がついてきてくださるのなら、安心だわ」

　クマのように体が大きな彼に、エマは安心感を覚えた。彼なら外での作業で男手がほしいときも、きっと役に立ってくれるだろう。そう思って微笑むと、ラースは少年のように頬を赤らめた。

「外出をご希望とのことですが、何をされたいかうかがっても？」

「民たちの困りごとを聞いて回りたいと思っているの。といっても、私には浄化くらいしかできることはないのだけれど……少しでも生活を改善して差し上げたくて」

「何と感心な方だ……聖女様が来てくださるとあれば、民たちは泣いて喜ぶでしょう。まず、どこかの村へ行ってみませんか。そこで民たちが何に困っているか聞き取りをしましょう」

　ラースは感激したように立ち上がると、「馬車の手配をしてまいります」と言って出て行った。

　話が早い上に、とても感じがいい。エマは強力な助っ人を手に入れたのを確信して喜んでいた。

「イェリ、すごいわね。あんないかにも強そうな上に感じがいい方を連れてきてくれるなんて」

「実は彼、かなりのエマ様贔屓の騎士なんですよ。彼は神殿を警護しているのではない、エマ様を警護しているんだって揶揄されるくらいのご執心ぶりで。だから連れてきたのです」

「そうだったの……」

　前世風の言い方をすれば、ラースにとってエマは推しということだろうか。推し聖女様のお願いなら、確かにすんなり聞き入れてくれるはずだ。

「エマ様！　本日はまず、近くの村へ行ってみませんか？　確か、水質がまだ改善していないと報告を受けていたはずです」

　馬車の手配が終わったらしく、ラースが元気よく戻って来た。大きなクマのような見た目をしているが、その様子は褒められ待ちの犬のようだ。

「ありがとう。では、行きましょうか」

　早速エマたちが出発しようとすると、背後でウルリクが立ち上がるのが気配でわかった。忙しない衣擦れの音がしたかと思うと、チュニックの上にしっかりマントまで羽織って、出かけられる格好になっていた。その早着替えぶりに、エマは驚いた。何より先程まで明らかに乗り気でなかったのに、一体どんな心境の変化があったのだろうか。

「結婚式直後くらい、同行していないとおかしいと思われるだろう？　一緒に行く」

「あ、はい」

　てっきり行く気はないのだろうと思っていたのに、彼は涼しい顔をしてそんなことを言う。一応、〝お飾り〟としての体裁も気にしているようだ。

「なんと、ウルリク様にも来ていただけるのですか！　豊穣の象徴たるお二人が来てくだされば、民たちはさらに喜ぶでしょう」

　警護すべき人間が増えるというのに、ラースはそんなことを言って喜んでくれる。

　この国は豊穣を司る女神を崇めており、夜の営みも繁栄につながることから喜ばしいとされている。だから、式のあとの〝夜のお勤め〟が重要視されていたのである。

　というわけで、夫婦で歩けば豊穣のシンボルとして大喜びで迎えられるのは確かだろう。

　時代を遡れば、神殿巫女たちが性に関することも役割としていただけあって、この国は性の営みがタブー視されてはいない。もちろん、不義密通や不特定多数との恋愛などは良くないこととされているが。

　だからこそ、神殿に仕えるウルリクとエマの結婚も認められ、むしろ民たちの信仰を集めるために利用されているのだ。

「二人して歩くだけで喜ばれるなら、澱みを浄化できたらもっと喜ばれるでしょうね」

　用意してもらった馬車に乗り込みながら、エマは気合いを入れて言った。

　この国はもともと豊かな土壌だから何とかやれているだけで、あちこちにまだ戦争の爪痕は残っている。故郷の村は神殿に入る前にあらかた復興してきたが、浄化する前とあとでは人々の生活は本当に異なるのだ。

　だから、それを少しずつでも改善してあげられるかもしれないと思うと嬉しくなる。

「張り切るのはいいが、私たちがお飾りであることは忘れるなよ」

「……そんなに卑下しなくていいのに」

　張り切るエマに、ウルリクはチクリと釘を刺してくる。彼はきっと、神殿での扱いが気に入らないのだろう。

　露骨に〝客寄せパンダ〟扱いをされるのがうんざりなのは理解できるが、だからといって拗ねてばかりもいられないとエマは思っている。

「すぐに着きますからね。そして、先触れを出しているので、村人たちもワクワクして待っているでしょう」

　馬車が走り出すと、同乗したラースがにこやかに言った。拗ねているウルリクとは違い、彼はエマを全肯定してくれるからいい。

「わっ」

　馬車が走り出すと、エマは振動で体が浮いてしまって驚いた。道があまりよくなくて、くぼみに車輪がはまると車体が揺れるのだ。

　馬車に揺られるのが久しぶりすぎて、忘れてしまっていた。自分以外誰も声を上げなかったことが恥ずかしくなって、エマは小さくなった。

「エマ様、もしも激しい揺れで飛んでいってしまいそうになっても、俺が捕まえて差し上げますからね」

　斜め向かいに座るラースが、ニッコニコで言う。それを聞いたウルリクが、ムスッとしてエマの肩を引き寄せた。

「揺れるのが怖いのなら、俺に掴まっていろ」

「は、はい」

　政略結婚とはいえ、さすがに妻が他の男を頼るのは面白くなかったのか、ウルリクはそんなことを言う。不覚にもキュンとしてしまって、自分のチョロさにエマはこれではだめだと思った。

（愛ある行為じゃなかったけど、この顔の距離は昨夜の行為を思い出しちゃう……）

　至近距離でウルリクの美しい顔を拝ませられ、照れたエマはそのあとずっと目を伏せているしかなかった。




　それから一行は馬車に揺られ、昼前には村に到着した。

　子供たちをはじめとしたたくさんの村人たちに歓迎され、改めて聖女の人気を感じる。結婚式の翌日ということもあり、みんな口々にお祝いしてくれた。

　だが、やはり懸念した通り、村人たちの顔色は良くない。不作や水が悪い影響もあるかもしれないが、澱み自体の影響を村人たちは受けてしまっているのだろう。

　前世風の理解をするならば、この世界は言うならば信仰ポイントというものに支えられている。女神を信じ崇める気持ちが強ければ、そのぶん豊穣の恩恵を受けられるのだ。

　しかし、数年前に隣国同士の戦争の余波を受けたことで、信仰ポイントが下がっていた。そのせいで、澱みという形で人々の生活に悪い影響が出ているのである。

「まずは、この井戸からですね」

　村長に案内され、エマたちは村の中心の広場にやってきた。広場の中央には、大きめの井戸がある。

　澱みを浄化して回ることを申し出ると、まずこの井戸から頼むと言われたのだ。確かに、村の中心たる井戸が復活すれば、その他の小さな井戸の浄化を後回しにすることもできるだろう。

（前世の記憶を取り戻してから力を使うのは初めてだけれど……）

　エマは目を閉じて、井戸に手をかざした。そうすると、澱みを感知することができるのだ。

　聖女の力が発現してから、神殿で徹底的に力のコントロールを学んだ。故郷の村では、ただエマが祈れば奇跡が起こると思われていただけだったが、実際には力で澱みを取り去っていたのだ。

　修行をしてから、自分の中から光の手が伸びて、澱みを捕まえるというイメージを掴んだ。勢い良く引き過ぎず、確実にその場から取り去ることが肝心なのだ。

（水脈自体から澱みを抜き去ることができたら、この井戸と水脈を同じくする他の井戸も救えるのでは？）

　イメージを掴みながら、エマはふとそんなことを思いつく。そうなるとかなり大掛かりな作業になるが、記憶の混濁がなくなって感覚を取り戻せた今ならそれができる気がした。

「エマ、今どのような状態だ？」

　エマが長いこと手をかざしたまま動かないからか、ウルリクに声をかけられた。神官には聖女のような力はないが、修行をしているから澱みの気配の感知くらいならできるはずだ。

「この村の地下を流れる、水脈全体をとらえようとしています。水脈全体の澱みを取り去れば、この井戸以外にも救うことができるのではないかと思いまして」

「なるほどな……掴めそうか？」

「はい。今、この井戸の中にある澱みの端は掴みました」

　エマが答えると、背後からふわりとウルリクに抱きしめられた。ドキリとしそうになるが、力を使っているときに注意をそらすわけにはいかないから、ぐっと堪える。

「それなら、そのまま引っ張れ。お前の体は私が捕まえておく。後ろに倒れ込むことも、澱みに持っていかれることもないよう支えるから、やってみろ」

「はい」

　彼に抱きしめられた途端、自分の体が安定するのがわかった。神官は自身でふるえる力はないが、聖女のサポートはできるのだ。神殿でのお勤めの際も、サポートのための神官がいつも数人ついていた。

　それこそ彼らを単なる飾りだと思っていたが、今はそうではないとわかる。安定感が出たことで、エマは思い切り力をふるえそうだと感じた。

（大きな一本の縄としてとらえる。長くて重いけれど、引っ張り続けたらいずれ水脈から取り除ける……！）

　エマは集中して、澱みを引っ張り続けた。引き寄せるごとに、短くなっていくのを感じる。引いた分だけ、それはエマの体を通じて浄化されるのだ。

　一本の縄としてとらえた澱みだったが、実際にはそのような実体があるものではない。だから、浄化するごとに薄くなっていき、最後のほうは細い糸のようなものを手繰り寄せるようにして捕まえた。

「……終わりました！」

　長い長い集中の末、ようやくエマは目を開けた。額にかいた汗を拭ってウルリクを見ると、彼は労うように力強く頷いてくれた。

　すぐ近くで様子を見守っていた村長が、井戸から水を汲み上げて、それを器に注ぐ。澱みを測ることができる器だ。澱みが含まれていれば黒くくすむ特殊な器が、美しい金属の色を保ったままなのを見て、周囲から歓声が上がる。

「何という奇跡だ……エマ様とウルリク様が奇跡を起こされたぞ」

　村長が言うのに合わせ、拍手が巻き起こった。イェリとラースも手を叩いている。ラースに至っては、感激して涙を流していた。

（よかった。聖女が水を浄化したことで、女神様に対する信仰ポイントが戻ってきている……）

　聖女には、女神から与えられる豊穣を感じ取ることができる能力もある。だから、〝奇跡〟を目の当たりにした村人たちの心に、信仰が戻ってきたのも感じ取れた。

　澱みを一時的に取り除けても、人々の信仰心が戻らなければ意味がない。そのために、エマはこうしてわざわざ出向いたのだ。

（神殿は本当は民たちを神殿に出向かせて見目の良い神官や聖女の姿を見られるというふうにしたいみたいだけれど、私は〝会いに行けるアイドル〟より〝会いに来てくれるアイドル〟のほうが人気出ると思うのよね）

　力を使ったためにぐったりしつつも、エマは自分のプロデュースの方向性が間違っていないことを確信していた。

「すごいです……エマ様とウルリク様が一緒に井戸を浄化なさる姿が本当に神々しくて……俺、後世に残る奇跡の瞬間に立ち会ったのだという感慨深さで、本当に感激してしまって……」

　井戸浄化後、ひとまず村の中を歩いて回って今日は帰ることになった。帰りの馬車の中、ラースがずっと感涙に咽び泣いている。

「そんなに喜んでもらえて嬉しいです。でも、本当にうまくいってよかった」

　狙い通り、広場の井戸と水脈を同じくする井戸は、すべて浄化することができた。明日以降、残りの井戸も浄化していけば、水に関しては人々はかつての生活を取り戻せるだろう。

「女神を信じて祈ることしかできなかった人々が、今日エマ様という奇跡を目の当たりにしたのです。これは、本当に素晴らしいことですよ……！」

　もともとエマ贔屓だというラースは、今日のことでさらに心酔しきってしまったらしい。暑苦しく泣く様子に、ウルリクは半眼になっている。

「私たちは、当たり前のことをしているだけだ。そして聖女は女神からの加護により与えられた力をふるっているだけなのだから、過剰に聖女を持ち上げるのも違うぞ。信仰を向ける先を誤るのは不敬だ」

　涼し気な美貌に相応しい冷たい物言いで、ぴしゃりとウルリクは言い放つ。言わんとすることはわかるが、あまりにもきついのではないかとエマは感じた。

　ラースが信心深い敬虔な女神の信徒であるのは、疑う余地もないのだから。

「そのような意図は……肝に銘じておきます」

「私が言いたかったのは、神官も聖女も民たちも、女神の前では等しく信徒に過ぎないということだ」

　ラースがピタリと泣くのをやめて殊勝な態度を見せたからか、ウルリクは興味なさそうに馬車の窓の外に視線を向けてしまった。

　馬車の中には、微妙な空気が漂ってしまう。

（これからもしこのメンバーで行動するようになったら……やっていけるかな）

　初日の終わり、そんな心配をしたエマだったが、それは的中することになる。




「エマ様、あちらの畝はできあがりました」

「ありがとう」

　井戸が回復したことで、畑仕事をする余裕ができた。

　季節は春。これからの食べ物を作っていくのに大切な時季だから、エマは張り切って畑の澱みを取り除いた。今日もこの前と同じ顔ぶれで村にやって来ている。この前の浄化から数日が経ち、畑の浄化に取り掛かってもいいだろうと判断したのだ。

　ついでに種まきもしようということになり、エマたち自ら畑に入り、草を抜いたり細かな石を取り除いたり、耕したりしている。

　こういう仕事はやはり、力持ちのラースが活躍してくれ、あっというまに畝ができていく。

「ラースさん、鍬を持つ姿も様になっていますね」

「騎士たちも数年前は、復興のために瓦礫の撤去や畑作りを手伝いましたから。民たちを守るためには、必要とあらば剣のみでなく鍬もふるいます」

　エマが感心したように言えば、ラースは恐縮したように笑った。巻き込まれたといえ戦争の被害に遭ったのだと、こんなときでも実感させられる。

「草はあらかた抜いて向こうに積み上げた。次は何をしたらいい？」

　草抜きを担当していたウルリクが、少し疲れた様子で戻ってきた。泥だらけになっている彼の姿に、エマは面食らってしまう。

　今日も村についてくること自体が意外だったのに、まさか畑仕事まで手伝ってくれるとは思っていなかったのだ。そして、こんなに真面目に草抜きをしてくれるとも。

「えっと……でしたら、種をまいたあと水やりをするので、井戸からお水を汲んできてもらえますか？」

「それは俺がやりましょう」

「……いい。水を汲んでくればいいんだな」

　ラースがにこやかに申し出てくれたのに、ウルリクは面白くない顔をして立ち去った。近くで聞いていた子供たちがまとわりついて、道具のありかと使い方を彼に教えてやっている。

「……ごめんなさい。あの人、徹頭徹尾不機嫌で感じが悪くって」

　申し訳なくなって、エマは代わりにラースに謝った。政略結婚とはいえ、ウルリクは夫だ。夫の不始末は妻が頭を下げねばならぬだろう。

「謝っていただくようなことでは……それに、ウルリク様のお気持ちもわかるので。可愛い妻の前では、いい格好をしたいのが男というものです」

　ずっと失礼なことをされているというのに、ラースは笑顔でそんなことを言う。彼は体が大きいだけでなく、人の器も大きいらしい。

「そういうやきもちのような気持ちは、あの人にはないんじゃないかしら。こう、私たちの結婚は神殿が決めたものですし」

　自分で言っておきながら面白くなくて、エマは唇を尖らせた。

　これが普通の夫婦であれば、妻の前で格好つけたいこともあるだろう。しかし、ウルリクがエマに対して形式上の妻として以上の感情を持っていないのは、初夜のときにわかっている。

「神殿が決めた……確かにそうですが、聖女の中から相手を選べと言われたウルリク様が、わざわざエマ様を選んだと聞いております。驕ることなく無垢で、どの聖女より信心深いところが気に入ったのだと」

「そうなの？」

　意外なことを聞かされ、エマは驚くやら照れるやらでどんな表情浮かべたらいいかわからなくなった。

　〝エマ〟としての記憶を漁っても、ウルリクに選ばれた覚えはなかった。つまり、明かされていない情報だったということだろう。

「俺も、エマ様はどの聖女よりも聖女らしく、聖女と呼ぶに相応しい方はあなたを置いてほかにいないと感じております！」

「あはは……ありがとう」

　ラースがまた熱を入れて褒めてくれるが、苦笑するに留めておいた。

　聖女はエマのように力を発現させた者のほかに、貴族の息女が嫁入り前の箔付けのために数年間神殿勤めをしている際にもそう呼ばれている。

　お金を積めば聖女の称号が得られるのだから、信心深さを売りにして娘の嫁ぎ先を見つけたい貴族にとっても、収入がほしい神殿にとっても、まさに需要と供給が一致したビジネスの一面もある。

　そんななまぐさ聖女でも身を清めて祈ればそこそこの加護は得られるから、無駄ではない。無駄ではないが役にも立たないのに、神殿内で〝われ、聖女ぞ？〟くらいの高慢さを撒き散らしながら歩く令嬢たちの姿を思い出せば、ウルリクがエマを選ぶのも自然な流れのように思える。特別思い入れがあるわけではなく、単に消去法だろう。

「エマ様、長い髪で畑仕事大変そう。三つ編みしてあげよっか？」

　トコトコと小さな女の子たちが近づいてきたかと思うと、エマを見上げてニッコリする。その可愛らしい姿に、エマも思わず笑顔になる。村に何度か顔を出すうちに仲良くなったのだ。

「え、いいの？　じゃあお願いしようかな」

「座って座ってー」

　女の子たちに手を引かれ、エマはあぜ道に腰かけさせられる。すると、あっというまに小さな手に髪を梳られ、ゆっくりゆっくり編まれていく。

「エマ様の髪、白くてきれいね」

「白じゃないよ。銀髪っていうのよ。ねー、エマ様」

「そうなの？　すごくきれい。おめめもお花の色みたいで素敵」

「エマ様は聖女様の中でも特別きれいよね。わたしも結婚式見たかったー」

　女の子たちは小鳥の囀りのように、ずっと他愛ないおしゃべりをしている。それなのに手元はしっかり動いていて、その差がまた可愛くてエマはあたたかな気持ちになる。

　故郷の村では年下の子たちの面倒を見ていたのに、神殿勤めになってからは人とのふれあいも最低限になってしまっていた。だから、村に出向いて浄化をすることで、こうして子供と触れ合えるのも嬉しい。

「エマ様、できたよ！」

「ありがとう！　きれいに結ってもらって、とても動きやすくなったわ」

　鏡がないためどうなっているのか自分では確認できないが、解いたままにしているよりずっと軽やかになった。何より、女の子たちが口々に「可愛い」「きれい」と言ってくれるから気分がいい。

「あ、ウルリク様だ！　ウルリク様も三つ編みにしてあげる！」

　女の子たちは今度は、大きなバケツを手に戻ってきたウルリクに向かっていく。どうするのか気になったが、彼は笑顔でそれに応じていた。

　彼女たちに促されてエマの隣に腰を下ろした彼は、さながら人形のようにじっとしていた。そんなふうに動かなくなると、彼の美貌が一層際立つ。

　繊細な睫毛が頬に影を落とす様子は、神々しさすら感じさせる。エマは、もし自分が画家ならこの風景を切り取ってキャンバスに描き起こすだろうと考えた。後世の人がその絵を見たら、神様が地上に降りたときの様子に違いないと思うかもしれない。

「できた！」

「エマ様とウルリク様、おそろいね！」

　女の子たちは、そう言って嬉しそうに手を叩く。ウルリクは彼女たちに微笑みを返し、「ありがとう」と言っていた。

　そのあと、女の子たちは水やりをしたいと言って、道具を取りに走っていってしまった。

　その様子を、ウルリクは優しい顔で見ている。

「……意外です。ウルリク様、毎回村に来るのも渋々だったから、てっきり民たちには興味がないのかと思っていました」

「お前な……」

　素直な感想を口にすれば、彼はわかりやすく「心外だ」という顔をした。

「私は、民たちのことは大事に思っているさ。ただ、己の置かれた立場なんかから、慎重に動かざるを得ないだけで……本当は民たちのためにできることがあればもっと動きたいと思っている」

　エマが把握していない事情があるのか、ウルリクは物憂げな表情で言う。

　そういえば彼が神殿勤めの神官であること以外、何も知らないことに気づかされた。神殿に来る前、彼にもエマと同じように普通の生活があったのか。それとも、孤児で子供のときから神殿にいたのか。

　知りたいという気持ちになったが、そんなことを聞くのも野暮というものだろう。夫婦として仲良くやっていきたいが、根掘り葉掘り聞くのが仲良しというわけでもないとエマは思う。

（私も、前世の記憶がありますなんて、絶対に言いたくないもんね。きっとおかしなやつだと思われてしまうわ）

　気になることはあるものの、無理に触れずに適切な距離を保ちながら夫婦をやっていこうと、エマは決めたのだった。




　だからその夜、寝台で休もうとしたときに、ウルリクに後ろから抱きしめられて驚いてしまった。

「ど、どうしたのですか……？」

「エマ、お前……そんな状態でいいと思っているのか？」

「え……？」

　少し怒っているような口調に、エマはただ戸惑う。彼に怒られる心当たりがないのだから、困るしかないというものだろう。

　エマが抵抗しないとわかったからか、彼は後ろから抱きしめたまま、体を弄り始める。

　寝るときは頭からすっぽり被って着てしまうワンピースのようなものを身につけているだけだから、裾をめくりあげられると、あっという間に素肌に触れられてしまう。

　彼の指が、太ももを伝ってくる。たったそれだけのことなのに、エマは自分の体が目覚めさせられるのを感じていた。

　だが、昨日も今日も村で活動しているからなのか、疲れて眠くて仕方がないのだ。

「あの、ウルリク様……お相手すべきとは思うのですが、ごめんなさい……とても疲れていて眠くて……」

「だからだろうが。このままでいいわけがないだろう」

「んっ」

　何を言われているのかわからなくて、文句を言おうと振り向いたところで、口づけられた。

　唇が触れ合うささやかなものではなく、いきなりガブリとやられた。

　初夜のときでさえ、頑ななほどにキスをしなかった人だというのに。今は、貪るように舌を絡めてくる。

「ん、あっ、ふ、ぅんっ」

　息継ぎもままならないほど口内を蹂躙されながら、彼の指で秘処を擦られる。柔らかな肉をこねるように触られると、気持ちよくなってきて甘い声が漏れてしまう。

　だが、眠たいものは眠たいのだ。いくら気持ちよくされたところで、眠気は覚めない。というより、眠たさと気持ちよさがせめぎ合い、だんだんと苛立ちが募ってきた。

「ウルリクさま、やめてくださぃ……したくないっ」

　身をよじり、いやいやと首を振ってエマは主張する。だが、それで彼の愛撫が止むことはなかった。

「眠たいなら眠っていろ。これはお前のためなのだから」

「んあぁっ」

　ウルリクの指が、容赦なく花芽を摘んだ。ついこの前まで無垢で、自分で慰めることも知らずにいた体には、その刺激は強すぎる。

　快感の波が一気に押し寄せて、爪先から脳天まで一気に駆け抜けていく。気持ちよさに体がピンと弓なりになり、そのあとぐったりしても、彼の指は止まることはない。

　快楽により溢れ出して来た蜜を塗り広げるように、彼の指は秘処をかき混ぜる。窺い見ると真剣な表情をしていて、それがさらにエマを困惑させる。

「だめっ……ウルリクさまぁ……あぁっ」

「本当はこれでは足りないのはわかっているが」

「んぅっ」

　再び唇を塞がれてしまった。声を漏らそうとも、すべてくぐもって鼻から抜けるような甘えたものになってしまう。

　彼の全身から、何やら切実な様子が伝わってくる。彼が己の欲を満たすために触れているのだと、エマは感じ取った。

　感じ取っただけで、眠たい頭ではそれ以上のことはわからなかったが。

「んぁ……ウルリクさまっ……」

　抗おうとするのをやめ、与えられる快感に身を委ねた。彼が愛撫しやすいように脚を心持ち開き、自ら舌を絡める。

　そうすると、快楽は加速するようだった。

　蜜壺のごく浅い部分を彼の指で擦られ、唾液が口の端から溢れるほど舌を絡ませ合ううちに、エマの体には痺れるような甘美な感覚が走っていく。

「抵抗せず、快楽に身を委ねろ」

　彼が果てさせようとしているのがわかって、エマはそれに応えようとする。

　眉根を寄せ、目を潤ませる顔は、すっかり発情しきったものだ。己がそのような顔をしているとは思っていないから、彼が何かを堪えるような表情をしている理由がわからずにいた。

（なぜだかわからないけれど、私を果てさせなくてはだめなのね？　それなら、早くイカなくちゃ……）

　ぼんやりした意識の中で、エマは達することだけ考えていた。彼が与えてくれる感覚に夢中になっていた。

　やがて、大きな快楽の波が一気に押し寄せてくる。その波に、ふわりと体が浚われる。

「んっ……！」

　大きく腰を仰け反らし、エマは頂を極めた。全身を甘い痺れが包み込み、目蓋の裏で星が瞬くような心地がした。その瞬きはやがてエマ自身を呑み込むような感覚がして、頭が真っ白になった。そしてそのまま、意識を手放す。

　だから、ウルリクが着衣を整え毛布を体にかけてくれるのを感じたのは、夢現の中だった。







第三章








　不機嫌な足取りでウルリクは神殿の中を歩いていた。

　ここ数日、エマと一緒に村へ行けていない。彼女にはお付きがいるから問題ないとはいえ、ウルリク自身がついていけないことに不満を持っている。

　嫌々ながらも付き添っているというのはあくまで建前で、本当は彼女と出かけたくてたまらないのだから。

　神官なのだから、神殿で勤めを果たすのが当然と言われればそこまでだ。だが、エマと一緒に村の澱みを取り除くのも立派な勤めだとウルリク自身は思っている。というより、エマたちとの活動こそ本来神官が励むべきものだろう。

　しかし、神殿側はそうは思わないらしく、連日呼びつけては何かと仕事を言いつける。今日はついに、神官長に呼び出されてしまった。

　神官長のいる奥の執務室に向かって、ウルリクは石造りの静かな廊下を歩いていく。中庭に面した明るい造りになっているのに、ここを歩くときはいつも少し緊張してしまう。

　まだ幼い時分に初めてここに連れてこられたときのことを、嫌でも思い出してしまうからだろう。

　神官長がわざわざ執務室に呼ぶのは、他の人には聞かせられない話をするときだけだ。

『ウルリク、お前はな、誰の子でもいけないのじゃよ。じゃから、今日から神殿の子ということになる』

　白いものが多く混じる髭を蓄えた、気の良さそうな老爺にそう言われたのは、まだ五歳になるかどうかというときだ。

　それまでこっそり、世間から隠されるように育てられてきたから、なんとはなしに自分が他の子供とは違っているのは理解していた。

　神殿まで手を引いてくれた母がどこか寂しそうな中にもほっとした様子なのを見て、この人とお別れなのだということも、そのとき悟っていた気がする。

　神官長に神殿の子になるよう言われた日から、ウルリクは神殿の人間だ。

　だから、神殿は勝手知ったる我が家も同然なのだが、執務室までの道のりは気が重い。わざわざ呼び付けられた理由がわからないことと、呼びつけられるときはいつもあまり良くない話をされるからだ。

「参りました」

「おお、ウルリク。よく来たの」

　扉をノックして、声をかけてから入ると、笑顔の好々爺に出迎えられた。

　まるで重要な話などないかのような顔をしているが、執務室に呼んだからには何もないということはないだろう。

「新婚なのに、野暮だと思わないのか」

　にやけている神官長に腹が立って、ウルリクは低い声で言う。執務室が他の人間に聞かれたくない話をするのに向いているということは、態度が悪くても神官長のほかに聞かれることはないということだ。

　それだけではなく、引き取られてからずっと親代わりである彼に対しては、家族のような気安さが存在しているからというのもある。

「楽しんでおるみたいでよかったわい。じゃが、お勤めはお勤め。エマの行動は特別な祈りとして話を通してやることはできたが、お前まで一緒じゃと勘ぐるやつらが出てくるからの」

　ウルリクの不満が何に対してかしっかりわかっているらしく、神官長は楽しげに言う。

　〝勘ぐるやつら〟の部分が今日の呼び出しの目的なのだろうなと、ウルリクは察した。

「夫婦が一緒にいて何が悪い。何日かに一回ならいいだろ」

　本当は毎日一緒に行動したいところを、譲歩して言ってみる。神官長は人の良さそうな顔をさらに柔らかくして笑う。その笑みから、神官長が何もかもお見通しだと思っている気がして、それがまた面白くない。

「どうじゃ。晴れて愛しの聖女を娶れて。初めて見たときからあの娘がほしくてたまらんかったのじゃから、感無量だろう」

　からかうように言われて、ウルリクは自分の顔が少し熱くなるのを感じた。涼やかな美貌で名が通っているのだから、こんなふうに照れたりするのは柄ではないのだが。

「見初めたわけでは……あのときは、放っておけば体が危ないと思い、神殿に引き取るよう進言しただけです」

　エマを初めて見たときのことを思い出して、ウルリクは言った。

　彼女を見たのは、ある村に奇跡を生む少女がいるという評判が聞こえてきて、視察に行ったときのことだ。奇跡の少女というのがまさにエマのことで、彼女は澱みによる影響を女神の加護で次々救っていたのだ。

　まだ十五歳だった彼女は、近年まれに見る〝本物〟の聖女だった。修行してどうにかそれらしい力をつけた者や、金で聖女の肩書を買い与えられているだけの貴族の子女などとは違う、本物だ。

　彼女の力が本物であるがゆえに、神殿は彼女を保護した。

　力には、必ず代償がともなう。それを知らぬまま、神殿に所属せず野良で仕事をするほど危険なことはない。いろいろな意味で。

「祈りの力だけでなく、治癒まで与えられておる者はそうおらんからの。保護して正解じゃ。あれじゃろ……お前は、神殿に引き取られてすぐのとき、エマが怪我をしたモグラを治してやったのを見て、すっかり参ってしまったんじゃったな。あれから五年も、変な虫がつかんように囲い込んでから」

「囲いこんだなんて、人聞きが悪い……そうでもしなければ、変な金持ちに狙われても大変だろ。私もあの時期、うんざりしていたし」

　出会ったばかりの頃のエマのことを思い出してほっこりすると同時に、当時の嫌な記憶も蘇ってくる。

　あの頃、ウルリクは数多いる聖女たちからぜひ自分の伴侶にと乞われていたのだ。見目の良い神官ということで、真面目にお勤めに来ているわけではない肩書だけの聖女たちにとっては、キャーキャー言うのにちょうどいい存在だったのだろう。

　貴族の令嬢だから、当然婚約者がすでにいる者もいた。そんな者は露骨に、ウルリクを愛人にしたいと誘ってきた。

　真面目に勤めを果たさないのはまだいいとして、神殿を出会いの場か何かだと勘違いしているのは許しがたかった。

　そんなとき、神殿に居ついたネコにいじめられ怪我をしたモグラを助けてやっていたエマの姿を見て、ウルリクは惚れてしまったのだ。『モグラさん、怪我が治るまで無茶をしないで。今度こそ猫に捕まってしまうわ』と涙目になって必死で言うのが、殺伐としていたウルリクの心に沁みたのだ。神官長に『すっかり参ってしまった』と表現されるのも無理はないほど、彼女のことがたまらなく好きになってしまったのである。

　敬虔な信徒で、慈愛の心を持つ少女。無垢で無邪気で、そして見た目まで愛らしいときた。

　助けたモグラに逃げられてしまい、悲しそうにしていた姿を見たときには、自分の将来の伴侶に指名しようと決めていた。

　彼女と自分なら、信仰を集めるための良い宣伝になると関係者を説得したが、今でもあのときの判断は間違っていなかったと思う。

　エマを伴侶候補に決めたことでうるさい女たちを寄せつけずに済むようになったし、エマも守られた。聖女を愛妾にしたい金持ちが別に珍しくないのは、自分の出自をもって理解している。だから、すぐさまエマを保護する必要があったのだ。モグラに心を寄せる優しい彼女のことだから、その優しさにつけ込まれたら簡単に騙されてしまいそうなのも心配だったのである。

　そう言い訳しつつも、ずるい方法で自分のものにしてしまった自覚はあった。

「まあ、お前がようやく結婚して浮かれているのはわかるのじゃが、この結婚をよく思わぬ連中もおるぞ。神殿の目的が民たちの幸福と国の安寧と何度伝えても理解せんやつらだ」

　誰にも聞かれることのない会話だとわかっているだろうに、神官長が声を落として言った。

　これが本題だと、説明されなくてもわかった。エマへの想いを噛み締めて緩んでいた表情が、すぐさま険しくなる。

「そういった連中は、私が権力ほしさにエマを娶ったとでも思っているのか？」

「そうじゃろうな」

「権力がほしいなら、適当に言い寄ってきた貴族の女の婿の座にでも落ち着いたさ。そんなものに興味がなく、神殿で女神に仕えていたいからエマを妻にしたのに」

「信徒からの人気が高い二人の結婚に、裏があると思われることもあるということじゃ。今はまだ何も仕掛けて来ておらんが、お前が何か企んでいることにしたいやつらがおるのは忘れてはならんぞ」

　なるほど、この警告を伝えるために呼び出したのだなとウルリクは理解する。回りくどいのはこの人の悪いところだが、心配してこうして呼び出して話をするのは親心からだと理解できる程度には、ウルリクは大人だった。

「だから、私もエマが大事だと周囲に悟られないようにしているんだがな……気をつける。対策を考えるという意味で」

　ただでさえ、彼女にベタ惚れなことは隠しているのだ。彼女自身にさえ。だから、これ以上一緒に行動しないなどといった制限は我慢もできないと、きっぱり言い放つ。

　すると、神官長は満足したように笑った。

「向こうもお前に企みがないとわかれば、何もしてこないじゃろうて。警戒されとることを知っておけば、お前も誤解される動きは慎むじゃろう？　相手を刺激せんよう気をつけて、新婚生活を楽しみなさい。夫婦仲良くすることが、女神を喜ばせることでもある」

　返事をする代わりに、ウルリクは口の端で笑ってみせた。自分がこんな性根でも神官をやれているのは、この人が親代わりだからだと改めて実感させられる。

　神官長は、実の親よりも親でいてくれる。父の存在は知ってはいても、直接顔を拝んだことはない。だから、親のような何かを思い浮かべるときに考えるのは、やはりこの人のことだ。

（言われなくても仲良くするさ。……早くエマの顔を見たい）

　執務室を辞して、ウルリクは足早に廊下を歩いた。外で待たせている馬車に乗ったら、すぐさまエマたちのいる村へ向かうのだ。

　ひとつ目の村の浄化を終え、最近は別の村に行っている。時間はかかるだろうが、エマはこうして国中を巡って浄化を進めていくつもりらしい。

　持てる力を他者のために使おうという、まさに聖女らしい考え方だ。

　だが、力には当然代償が伴うものだから、彼女の体に負担がかかっていないか心配だ。

（私が見ていない間に、無茶をしていないといいが……）

　最近の疲れやすい様子を思い出し、胸がざわついて、ウルリクはさらに歩く速度を上げた。
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（……これは……どういうことなのかしら!?）

　目眩がして倒れかかったところをラースによって近くの小屋に運び込まれたまではよかったのだが、そのあと信じられないことが起きていた。

　なんと、彼に押し倒されていたのだ。

「あ、あの……ラースさん？　これは、どういうこと……？」

　逞しいラースに組み敷かれ、堪らえようにも声が震えてしまった。

　戸惑うのは、彼がどこまでも澄んだ目でこちらを見つめてくるからだ。

「僭越ながら、俺がお相手を務めます。このままでは、エマ様のお体に障りますから」

　彼に真剣な顔で言われ、エマはますます混乱する。一体、何のことを言っているのだろうか。

「そのようなお顔をされて……まさか、ご存知ないのですか？」

　彼に問われ、困惑したままエマは首を振る。本当に全く、何を言われているのか心当たりがない。

「聖女は、澱みを浄化する際に自らの体内に吸収するのです。それを放出するには気を取り込むしかないので……交わるのが一番手っ取り早い方法なのです。ここ最近のエマ様のお疲れの様子を見るに、きちんと発散できていらっしゃらないのでしょう」

「発散って……そういう……」

　エマの顔はサッと赤くなった。

　ラースの説明により、この前の夜のウルリクの行動の意味が理解できた。眠たくてそんな気分ではないと言ったエマに、彼がなぜ無理やり快楽を与えたのかということが。

　だが、わかったところで今のこの状況が良くなるわけではない。

「私は大丈夫ですから、どうか早まらないで……少し目眩がしただけよ」

　エマはどうにかなだめようと、恐怖を押し隠してラースの目を見て懇願する。鍛え抜かれた男性に力で敵うとも、隙をついて逃げられるとも思っていない。だから、情に訴えるしかないのだ。

「その目眩が、エマ様がお体を悪くし始めている兆候なのです。……夫君であるウルリク様がお勤めを果たさないのならば、僭越ながら俺がエマ様をお慰めします」

　エマの目を見つめ返して、ラースはまっすぐに言う。本当に自分のことを心配してくれているのだと伝わってくるものの、なおさら言葉が通じない感じがして恐ろしくなる。

「……ウルリク様は、きちんとしてくださっています。だから、今日は本当に体調が悪いだけで……」

「エマ様、力を使うことで日に日にお疲れになる貴方様をこれ以上見ていられません。もし本当にウルリク様が勤めを果たしていてこの状態だというのなら、なおさら放っておけることではない。俺が、力になります」

「やめて……っ」

　ラースの逞しさを感じさせられて、エマはさらに怯えた。上にのしかかられ、嫌でも彼のものが当たる。彼が臨戦態勢でいることが恐ろしくて、自然と涙が出てきた。

「決して邪な気持ちで言っているのではありません。お慕いしているあなた様を助けるため、精一杯奉仕させていただきたいのです」

「夫以外の方と、そのようなことはできません……お願い、やめて」

　必死に言いながらも、声が震えていた。

「俺は敬虔な女神の信徒で、エマ様は女神に仕える聖女です。夫でなくとも、あなた様の下僕のようなものですから」

「いやっ」

　ラースの手が服の裾に伸びてくるのを感じて、エマは必死に身をよじった。彼が何と言おうと、触れさせるわけにはいかない。

（助けて！　神様！　ウルリク様っ）

　心の中で必死に祈っていた、そのとき。

　小屋の戸が開いた。

　慌てた様子でラースが振り返り、彼の体越しにエマもそちらを見る。望んでいた人の姿が見えて、思わず叫んでいた。

「ウルリク様……！」

「エマ、帰ろうか」

　静かに言って、ウルリクは近づいてきた。有無を言わさぬ絶対零度の美貌を前に、ラースもおずおずとエマの上から退いた。そんな彼に一瞥もくれないところが、ウルリクが怒っていることを伝えてくる。無表情に思えたが、目が合うと彼が微笑んでくれたのを見て少し安心する。

　そばにやってきたウルリクは、問答無用でエマを抱き上げた。そしてそのまま、小屋の外へと歩いていく。

「あ、あの、自分で歩けます」

「いいから、馬車まで運ばせなさい」

「……はい」

　いつもより丁寧な口調で言われ、エマは頷くしかなかった。彼の怒りは当然自分へも向いているものだと、そのときようやく気がついたのだ。

　馬車に揺られ、二人の住居である神殿の離れに到着するまでの間、ウルリクは一切口を開かなかった。抱き抱えたまま、その膝から下ろそうともしなかった。だからエマも、何だか恐ろしくて黙っていた。

　ラースにされたことが怖くて、まだその恐怖から抜けきれていないというのもあった。

「……お前に、教えていないことがあったのがいけなかったのだろうな」

　部屋に帰り着くと、ウルリクはエマの体をそっと寝台に下ろす。

　その美しい顔に憂いが浮かんでいるのを感じて、エマは胸がざわついた。怒っているのではなく、彼を悲しませたことに気がついたのだ。

「聖女が、浄化の力を使うと澱みを体内に溜め込んでしまうということですか？」

　彼が自分に言わなくてはいけなかったことはなんだろうと考え、すぐに思いついたのはそれだった。

　重要なことなのに、誰もこれまで教えてくれなかった。神殿勤めのときは、よく考えたら祈る以外のことをさせてもらえなかったから、澱みを溜め込んでしまうことはなかったわけだが。この前の行為のときに教えてくれてもよかったはずだ。

「聖女自身にこのことが伏せられているのは、過去に知らされた聖女が力をふるうことに過度に恐れを抱いたり、みだりに姦淫に耽る者が出てきたりしたからだ」

「力を使うことを怖がるか、聖女らしからぬ行動を取るようになるか……私が、そのどちらになっても困るから、伏せていたのですね」

「とはいえ、ラースのような騎士が知っていたのには驚いたが……あの男は重度の聖女崇拝者だ。どこからか情報を仕入れていてもおかしくはないだろうな。有事の際、己が聖女を守れるようにと。だからひとまず、今回のことは不問とする」

　ウルリクの口調から、ラースに対してあまり怒っていないのが伝わってきた。

　エマも確かに怖かったが、彼が守ってくれようとした末の行動だったのは理解している。だから、ウルリクが彼を罰したり排除したりという選択をしたらどうしようかと、心配はしていたのだ。

　だが、エマに対しても怒っていないかどうかはわからない。

　ウルリクはじっと、その紫がかった不思議な目の色で見つめてくる。怒りは感じられないものの、そこにこもる感情までは図りかねて、エマは不安になった。

「……他にも、お前に隠していたことがある」

「な、なんでしょうか」

「本当は、言うつもりなどなかったのだがな……」

　何度も唇を噛み締めては開いて、ためらいがちに彼は口を開いた。

　なるほど、あの視線は秘密を抱えた人のものだったかと、エマは静かに覚悟を決める。口を開いたからには、彼はそれを打ち明けるつもりなのだろうから。

「お前は私との結婚を政略結婚だと思っているのだろうが、実は違う」

「政略結婚ではない……それはどういう……」

「仕組まれた結婚という意味ではそうだが……私が望んだことだったんだ」

「え……？」

　驚いて、エマは目の前に立つウルリクの顔を見上げた。影になっているが、彼の白皙にサッと紅が差しているのに気づく。表情は不機嫌そうに見えるがどうやら、照れているらしい。

「お前を初めて見たとき、守ってやらねばと思ったんだ。それを神官長に『恋じゃ』と教えられた。……あの人の言うことをそのまま受け入れるのは癪だが、どうやらそういうことらしい。あれから五年間、言葉を交わすことなくずっと好きで、こうして娶った」

「ウルリク様が、私を……？」

　信じられない気持ちでいると、そっと手を握られた。なぜ手を？　と思うものの、指先からでも、彼の緊張が伝わってくる気がした。彼が緊張するという事実に、エマは嬉しいような、つられて照れるような気持ちになった。

「……そんなこと、少しも言ってくれなかったじゃないですか。気づかせる素振りもありませんでしたし」

「ずっと一方的に好きだったなんて、気持ちが悪いだろう？　何より、私がお前をこんなに好いていると周囲に知られることで、お前を危険な目に合わせたくなかった」

「危険な目……」

　ウルリクほどの美貌の神官ならば、懸想していた女性も多くいるだろう。もしエマがウルリクの想い人だと知られれば、そういった人たちから嫌がらせを受けることを心配してくれていたのかもしれない。

　自分なりに納得したものの、彼のような人がなぜ自分のことを好きなのか、そこからしてまず理解できない。当然嬉しくはあるのだ。だが、それより困惑と信じられない気持ちが上回る。

「聖女の力はありますが……そんなものにあなたがなびくとは思えません。私のどこが、そんなにあなたを惹きつけたのですか？」

「可愛らしいところ、といえば納得してくれるか？　初めて見たとき、ネコにいじめられて怪我をしたモグラを助けていたな。そのモグラに逃げられてしまい、落ち込んでいる姿が本当に無垢で無邪気で……私は、この世界に守るべき尊いものがあるのだと理解させられたのだ。この感情を『可愛い』と呼ぶらしい」

　ウルリクはまるでそのときの思い出を噛み締めるように、優しい表情を浮かべて言う。まるで宝物を取り出して眺めるかのような、そんな幸せそうな顔をしている。

「モグラ……それって、本当に神殿に来たばかりの頃の話じゃありませんか……」

　彼に言われて、エマはモグラと友達になろうとしていたのを思い出す。見習い神官たちが世話する畑を荒らす邪魔者ではあったが、可愛くて憎めなくて、エマはお近づきになりたかったのだ。

　そんな姿を見られていただなんて知らなかったから、彼の告白にどんな反応をしたらいいかわからない。驚いて、ひたすら頬が熱かった。感情が高ぶって目が潤んでくる。

「何も声をかけず、ずっと隠れて見ていた男は気持ちが悪いか？」

　ウルリクの瞳が揺れる。彼にとってこれが、ひどく勇気がいる告白だったのだとわかった。

　驚きはしたが、不快ではない。むしろ、興味すら持たれていなかったと思っていただけに、彼がずっと自分を見てくれていたのは嬉しい。

　だから、首を横に振った。

「嬉しい、です。政略結婚だからきっと、ウルリク様は私になんて興味がないのだろうと思っていましたから。でも、好きだと言ってくださって嬉しいです。……嬉しくて、私もあなたが好きなのだと気がつきました」

　言ってしまってから、エマは照れた。だが、エマ以上にウルリクの顔が赤くなっていた。

「……私に気を使わずとも良い」

「気を使ってなんて……ずっと好きだったと言われて私も好きになってしまった、というのじゃだめですか？　村で民たちのために泥だらけになるのを厭わないところも、子どもたちと一緒に楽しそうにしている姿も……これまで知らなかったあなたの姿を見て、心惹かれていました」

　我ながら単純だとは思う。しかし、それは事実だった。

　もともと、夫婦になったのだからうまくやりたいと思っていたのだ。彼が好いてくれていたのだとわかれば、そこに気持ちが寄るのは当然だろう。

　それを素直に伝えただけなのに、ウルリクは悪い顔になる。

「良いことを聞いた。それならば、私がもっとお前への愛を囁やけば、お前は私を愛してくれるのだな？」

「え、それは……はい」

　返事をするや否や、彼に抱きしめられた。そのまま、寝台に押し倒される。

「初夜のやり直しをさせてくれ。きちんと、お前を愛している男として抱かせてほしい」

「はい……嬉しい」

「本当はもっともっと、この愛が伝わるように抱きたかった」

　堪えきれない様子で言って、ウルリクは口づけてきた。遠慮のない情熱的な口づけに、エマの体もすぐに熱くなる。

　舌が、まるで生き物みたいに動き回っている。歯列をなぞられ、口蓋の内側を舐められ、彼の舌に口内が蹂躙されていく。

　きっと他の人にされれば気持ちの悪い行為のはずなのに、彼にされるとむしろ気持ちがよくて、もっとしてほしくなる。

「んぅっ……」

　吐息さえ混ざり合うような、そんな口づけだった。彼はエマを口の中からとろかしてしまおうと考えているのだろうか。

　熱を持ち始めた体が、物足りなくて自然と腰が揺れる。すると、気づいた彼が裾からそっと手を入れて、下着の上から秘処をなぞった。

「……びしょびしょではないか。もう濡れてしまったのか。可愛いな」

「だって……ウルリク様がたくさん口づけるから……」

「口づけだけでこんなに濡れる、素直ないい体だな。ここもよく可愛がってやろう」

「きゃっ」

　ウルリクはエマの下着に手をかけると、それをあっという間に脱がせてしまう。そして、両脚を大きく左右に開かせた。

「まるで、蜜で誘う花のようだな」

　そう言って彼は、口の端で笑った。そんな少し悪い表情すら美しい。

「だめ……」

　彼がおもむろに顔を近づけてくるのがわかって、エマは脚を閉じようとした。だが、押さえつけられてびくともせず、すぐ近くで見つめられてしまう。

「薄紅色の花びらの中心から、もうこんなに蜜が溢れて……ここも、触れてほしそうにしているな」

「んっ……！」

　ウルリクの指が、花弁の中から顔を覗かせ始めた花芽に触れた。そこに触れられるだけで全身に電気が走るような快感を覚えて、エマの腰は大きく跳ねる。

「気持ちがいい場所を触ってやったときのお前の声は愛らしいな。もっと聞かせてもらおうか」

「やっ……」

　彼の舌が、花弁の中心に伸ばされた。花芽を指先で押しつぶすようにこねながら、蜜を啜られる。淫らな音がする。

　わざと音を立てているのか、それともそんな音がしてしまうほどはしたなく濡れているのか。わからないが、あまりの気持ちよさにエマは悲鳴のような声を上げながら、湧き上がってきた快感の波に流される。

「あっ……んぁ、あぁ……ぁあ、んっ！」

　切羽詰まったような声を上げた直後、快感が大きく弾けた。

「や、だめぇ……ぅあ、んん……」

　甘い痺れがジンジンと下腹部を中心に広がる余韻に浸る間もなく、花弁の中心にウルリクの指が侵入してきた。探るように指を抜き挿しし、すぐにエマの好い場所を探し始める。

「だめと言いながら、甘く締めつけてくるではないか。それに、ここを解さねば私のものを迎え入れられぬだろう？」

「でもぉ……あぁっ」

「それとも、解さぬまま私のものの形を覚えさせられたいと？」

　ウルリクが美しい顔に悪い笑みを浮かべて聞くものだから、エマは慌てて首を振った。いきなり彼のものを挿れられたら、きっと壊れてしまう。

　彼はわざと音が立つように蜜壺をかき混ぜ、それをエマに聞かせているようだった。そこに目をやらなくても、聞こえてくるその音だけで、自分がどれほど蜜を溢れさせているのか思い知らされる。

「あっ、や、だめっ……！」

「ここ、か……」

　彼の指が、エマの敏感な場所を見つけ出した。指を軽く曲げ、腹側のある箇所を押しつけるように擦り上げると、ゾワゾワと快感が爪先から駆け上がってきて、エマは恐ろしくて逃げ出そうとした。

　だが、彼が逃してくれるわけがない。そこと花芽を、同時に可愛がり始めた。

「ウルリクさまっ、だめっ……ほんとに、それ……あぁっ」

　二ヶ所を同時に攻められ、得体の知れない感覚が全身を這うようだった。何かが、解放されようとしている。

　その感覚が怖くてエマは涙目になって懇願するが、彼はその美貌に恍惚とした笑みを浮かべるだけで、願いを聞き入れる気はないらしい。

「あぁ……だめぇっ……」

　このままでは何か大変なことが起きてしまうという気がして、エマは押し寄せる感覚から逃れようとした。だが無情にも、それは一気にエマの意識を押し流し、留めていたものを放出させた。

「……んあぁっ！」

　腰を大きく仰け反らせて達したその瞬間、エマの秘処からは透明の飛沫が迸った。その雫を間近に顔で受けて、ウルリクの笑みは一層深まる。

　瞼の奥がチカチカして、しばらくエマは放心していた。それほどまでに大きな快感の波だったのだ。

　だが意識が戻ると、己のしでかしてしまったことを理解して焦った。

「ウルリク様、ごめんなさい……」

「ああ、構わない。〝歓びの泉〟を湧かせることができ、私は大変誇らしいよ。妻を満足させられると、まれに〝歓びの泉〟を湧かせられると書物にあった」

　粗相をしてしまったと思い涙目になったエマの髪を、ウルリクは愛おしそうに撫でる。恥ずかしいことではないとわかり安心できたが、体に不思議な感覚は残っている。

「次に泉を湧かすことができたら、この口で受け止めよう」

「だ、だめです！」

「蜜は舐めさせたというのに？　お前の体から溢れる甘露はすべて私のものだ」

　有無を言わさぬ口調で言ってから、ウルリクは着ていたものを脱ぎ去り、覆い被さってきた。大きく反り返った屹立を蜜口に宛てがうと、そのまま腰を進めてくる。

「蜜で濡れたあたたかな肉襞が絡みついてくる……お前の中は、私から精を搾り取るためにあるようだ」

「あっ……あぁっ……んん……」

　浅いところでゆっくり抜き挿しされて、エマは喘いだ。彼のものが押し広げるように中を進んでくるのも、腰を引いたときに屹立のくびれた部分が好いところを抉るのも、どちらもたまらない快感がある。

　言葉の通り、ウルリクもひどく感じているらしく、眉根を寄せたその表情も魅惑的だ。美しい人が自分の中で気持ちよくなっているのだと思うと嬉しくて、エマの下腹部はさらにキュンと疼いた。

「あぁ……エマ、奥に来てほしいのか？　お前の膣肉が、私のものを奥へ奥へと誘うように動くのだ」

「あっ……え……わかり、ませんっ……あぁっ、ぁんっ……！」

　抜き挿しされる彼のものが気持ちよくて食い締めていると、彼が堪りかねたようにズンッと奥を突いた。その瞬間、大きな快感が全身を駆けめぐる。この感覚を求めていたのだと気づかされる。

「そんなにしがみついてきて……なんて可愛いんだ。私のエマ……すぐに奥に注いでやるからな」

　エマが感じているのがわかったからか、ウルリクは激しく動き始めた。大きく抜き挿しされるその動きに、蜜壺がかき回されるようだ。

「ウルリクさま、すき……あぁんっ」

　自分の上で激しく腰を振っている彼の顔に汗が滲むのを見て、エマの中では快感とともに愛しさが膨らんでいく。涼し気な美貌を乱してこんなにも気持ちよくなってくれていることが、嬉しくてたまらなくて、そして気持ちがいい。

　気がつくと、エマは彼の首の後ろに腕を回し、両脚で彼の腰を捕まえていた。もっとかき回してほしい、もっと近くで顔を見せてほしいと、無意識のうちにねだっていたのだ。

「可愛い子だ……」

「んぅっ、んくっ、あっ」

　口づけをねだられたと思ったらしく、ウルリクはエマの唇を貪った。食んで舐めて啜って、激しく口内を蹂躙する。それがまた気持ちが良くて、エマはさらに彼のものを締めつけた。

　彼の腰の動きが激しくなるにしたがって、息遣いも荒くなる。動きや表情に余裕がなくなっていくのを感じて、彼の果てが近いのが伝わってくる。

　彼の欲望を解き放とうと、エマの濡れた肉襞は蜜を溢れさせて絡みつく。

「エマッ……もうすぐ注いでやるからな」

「ウルリクさまっ……あ、あぁっ……あぁぁっ……！」

「く……」

　彼のものの先端が最奥を抉るように貫いたその瞬間、エマも達した。瞼の裏に星が瞬くのを感じながら、きゅうっと彼を締めつけた。

　締めつけたから一層、脈動する彼の存在を感じる。ドクドクという動きに合わせて精を注がれているのも、しっかりと感じ取れた。

「すまない……途中から、あまりの快感に気遣う余裕がなくなっていた」

　ずるり……と自身をエマの中から抜き去ると、ウルリクは少し照れたように言う。彼のこれまで見たことがなかったそんな表情が愛しくて、エマは満ち足りた気持ちになった。

　口を開けた秘裂から注がれたものと蜜が混ざりあったものが溢れて尻を伝ってシーツを濡らすその感覚すら、彼に愛された証に思えて心地よい。

「気持ちが良くて幸せな気持ちになりました。だから、これからもウルリク様のお心のままに抱いてください。……あなたになら、少しくらい激しくされても、大丈夫なので……」

「エマ……あまり夫を煽るものではない。お前の体を浄化するという名目に関係なく、お前を何度も抱きたくなるだろう？」

　汗で額に貼りついた前髪を払ってくれながら、彼は困った顔で言った。そんなふうに言ってくれるのが嬉しくて、エマの胸の奥は震える。

「たくさん抱いてくださらないと……また倒れてしまうかもしれませんよ？　ウルリク様が毎晩愛してくだされば、私は澱みを恐れずに浄化ができます」

　彼の汗ばんだ胸に頬を寄せ、エマは甘えた。彼がくすりと笑うのが気配で伝わってくる。

「夫を脅すとは、悪い妻だな」

「では、素直におねだりします。……ウルリク様に、もっともっと可愛がってもらいたいのです。あなたにずっと想われていたと知って、私はとても嬉しかった。愛されているのだと思うと、力が湧いてくる気がするのです」

　胸に灯る温かな感情に触れて、これが愛し愛されることなのだとエマは感じていた。女神が人間の恋愛を推奨し、営みを歓迎する理由が理解できた気がする。

「五年も一方的に好いていた男にそのようなことを言うとは……恐ろしい子だな。私がその甘い誘いに乗って、日がな一日お前と快楽を貪る悪い神官になったらどうするんだ？」

　逃れられないように、腕の中にエマを閉じ込めてウルリクは問う。

　勤めを忘れて彼と愛を交わすのも素敵だなと思いつつ、エマはそんな彼を笑った。

「頑張ってお勤めをしない人には〝おあずけ〟をします。一日しっかり働いたら、夜になれば私と仲良くできるのですよ？」

「なんと……夫の手綱の取り方までしっているとは、やはり恐ろしくて可愛いな、私の妻は」

　エマの返答を聞いて、彼は満足そうに笑った。それから、優しく髪を撫でてくれる。

　彼がそんなふうに笑うのも、触れる指先が優しいことも、これまで知らずにいた。

　エマにとってウルリクは尊敬する神官のひとりで、大勢の人から美貌と実力で注目されていて、こんなふうに自分に執心しているなんて夢にも思わなかった。

　だから、本当は彼がずっと見ていてくれたというのがわかって嬉しい。この結婚が愛のあるものだと知れて、安心した。

（死後の世界で話した女神様は、ちゃんと私のお願いを聞いて転生させてくれたのだわ）

　前世の人生ごと救われる気分になって、エマは満ち足りた気持ちで眠りについた。







第四章








　体内に取り込んだ澱みの発散方法がわかってからというもの、エマの浄化は効率が上がった。

　いくつもの村を巡るうちに、コツを掴めたというのもある。

　小さな澱みを解消できても、大元となる澱みを取り除けていなければ結局意味がない。だから、先に水脈や地中に滞留している澱みの浄化をすることで、ごく小さなものは時間経過とともになくなっていくということも理解できた。

　最初は神殿近くの村から始めた浄化も、少しずつ距離を伸ばして遠くの村へも行くようになった。当然、ウルリクに付き添ってもらって泊まりがけだ。

　礼拝堂に泊まったり、そこの村を治める貴族の別邸や大きな商家に招かれて歓待を受けたりいろいろだが、エマとしてはやはり落ち着くのは礼拝堂に泊まることだった。

　今夜も何日かぶりの礼拝堂だから、たっぷりとウルリクとの時間を過ごせている。

「エマ……ここを可愛がると、すごく締めつけがよくなるな」

「あっ、だめぇ……んっ、……あぁっ」

　エマはウルリクに下から突き上げられながら、胸の頂を愛撫されていた。片方は指で摘まれ、もう片方は口に含んで舌先で転がされ、与えられる快感によって何度めかわからぬ絶頂を迎えている。

　一度目の交わりではウルリクに組み敷かれていたエマだったが、二度目は彼に跨らせられ、「自由に動いてごらん」と言われたものの、少しすれば今の状態のようになっていた。

「可愛いエマ……ほら、自分で動いて気持ちいいところをたくさん擦っていいよ。どこが好き？」

　わざと腰を引いて浅いところを擦られると、エマは切なくなってしまう。浅い部分にも気持ちがいい場所はあるが、何度も快楽を極めた体が欲しているのは、最奥への刺激だ。

　奥を愛でられたいのに、彼がそこを外して腰を振るから、もどかしさにエマの腰が揺れる。

「あっ……奥、ほしぃ……ウルリクさまっ……あぁ……奥にぃ……っ」

「……わかった。奥に、たっぷり子種を注いでやろう」

「んんっ……あぁっ……あっ……」

　下から激しく突き上げられ、エマはまた達した。

　白銀の髪も、豊かな乳房も、突き上げられるのに合わせて揺れる。

　期待に潤んでいた蜜壺が、甘くうねってウルリクのものにしがみつく。蠢いて締めつけることでさらなる快楽を覚え、エマは上りつめ続けている。

「すごいな……お前の柔らかな肉が私のものに絡みついてきて、精を放てと促してくるようだ……あぁ、たまらない」

　気持ちがいいのはエマだけではなく、彼もだ。彼はエマの体を下から激しく揺さぶりながら、切なげに眉間に皺を寄せている。

　その表情から、果てが近いことがわかる。

　彼に気持ちよくしてもらうことも、彼のこんな表情を見るのも、どちらも好きだ。だから、エマもさらに気持ちよくなる。

「ウルリクさま……すきぃ……あぁっ……」

「私もだ、エマ……愛している……」

「んぅ……」

　エマが甘えると、なだめるみたいにウルリクは口づけてきた。舌を長く伸ばして、舐め合うみたいな淫らな接吻をする。

　唾液と舌を絡ませ合ううちに、どちらも高まり合っていく。呼吸がさらに乱れ、吐息に熱がこもる。

「……エマ……っ」

「んぁッ……！」

　ひと際激しく奥を突き上げたその瞬間、ウルリクのものは爆ぜるように熱情を解き放った。エマも、絶頂に達して彼のものをきゅうきゅうと締めつける。

　真っ白な喉を仰け反らし、天を仰いでエマは意識を手放していた。脳が焼ききれそうなほどの快楽に、頭が文字通り真っ白になっている。

　ぐったりと力の抜けた体が倒れないように抱きしめながら、ウルリクは精を放つ楔の先端をぐりっ……と最奥に押しつけた。そうするとエマが喜ぶからというのもあるし、愛しい妻の一番奥に自分のものである証を刻みたいという意思もあるのだろう。

「あぁ……今夜も搾り取られてしまったな。あまりに可愛くて、お前の体は気持ちが良くて、恐ろしくなるよ」

　エマの体を優しく寝台に横たえ、ウルリクは笑う。汗だくになって呼吸が乱れている彼を見ると愛しくなって、エマはそっと彼の頬に触れた。

「おねだりばかりして、ごめんなさい……でも、おかげで次の場所の浄化も頑張れそうです」

　情事のあとで体は疲れているはずなのに、浄化後特有の倦怠感とは無縁になっていた。もう、ひどい目眩がして倒れてしまうようなこともない。

「可愛い妻にねだられて嫌なわけがないだろう？　浄化という役目がなかったとしても、私は毎日お前と抱き合いたいさ」

　そう言って柔らかく微笑んでから、彼はふっと表情を引き締めた。

「それにしても……次の浄化はやや気が重いな」

　ウルリクは憂鬱そうに息を吐いた。エマはそっと指先で彼の眉間の皺を伸ばしつつも、彼の憂鬱を理解していた。

　神官長に命じられ、隣国との国境付近に出向くことになっている。今回は一度神殿へは戻らず、目的地へ向かう予定だ。長らく放置されていた大きな澱みを解消してほしいと、隣国からも要請が入ったのだという。

　これまでは神殿で聖女や神官が祈りを捧げることで、長い時間をかけて澱みを薄めていこうと考えられていた。しかし、エマのような力を持つ聖女が現れたのだから、そんな気の長いことを考えなくても良いではないかと判断されたらしい。

　澱みを浄化することはやぶさかではないが、国境付近へ向かうことと、神殿から直々に下された命令で浄化をするということに、エマは緊張していた。

　ウルリクには、ほかに気にかかることがあるようだが。彼は、あまり神殿に干渉されたくないようだ。

「エマ、お前なら無事に成し遂げられると信じている。私が支えてやるのだから、安心して聖女の役目を果たすといい」

　優しく髪を撫で、彼は言った。

　それはエマに言うというよりも、まるで自分に言い聞かせるようだった。

　彼の心に一体どんな懸念があるのか気になったが、彼のぬくもりと匂いに包まれているうちに、安心して眠くなってしまう。

（浄化は、何日かにわけて行われるというわ。だから、大規模なものでも休みながらならきっとこなせるはず）

　明日以降のことを頭に思い浮かべながら、エマはいつしかぐっすりと眠っていた。




　翌日、大規模な護衛を伴っての移動となった。

　隣国同士の争いとはいえ、この国でも戦争の被害はあり、国としての立ち位置は微妙だ。友好国ではありたいが、属国のような扱いをされてはたまらないからである。

　エマは現在、この国で力を持つ聖女のひとりだから、そんな貴重な人材に万が一何かあってはいけないと、国の配慮で騎士たちが同行することになった。

　その中には、ラースもいる。

　ああいったことがあったから、彼には浄化の際の移動の護衛からは外れてもらっていた。しかし、今回国が選出した騎士の中に彼は加わっていた。

　実力はあるから選出されたのか、はたまた志願したのか。

　わからないが、エマは落ち着かない気分になっていた。彼が自分を見る目が、より一層熱を帯びたものに変っているのを感じているからだ。

　聖女として慕われるのは、誇らしいことである。村でたくさんの民たちに囲まれ、存在を喜ばれるときは嬉しくなる。

　しかし、ラースが自分に向ける感情はそういったものではないと今は感じていた。

　出発してからずっとウルリクが難しい顔をしているのも気がかりだった。

　何か準備することがあったのか、出発までの期間中、彼は神殿と二人で過ごす離れを忙しそうに行き来し、浄化に同行できないこともあった。夜には一緒に眠っていたとはいえ、彼が自分の知らないところで何やら慌ただしく過ごしていたのを知っているだけに、心配になってしまう。

「浄化は自分の役割だという自負がありますが、神殿からわざわざ命じられたとなると、何だかとても緊張してしまいますね。隣国からの要請でもあるというのが……」

　馬車に揺られながら、エマは考え事をしている様子のウルリクに声をかける。

　沈黙がつらかったわけではないが、彼がずっと難しい顔をしているのが気になったのだ。どこかで気を緩めなければ、張り詰めてばかりいるといつか切れてしまうだろう。

「エマの趣味のような活動が神殿公認になったのだと思えばいい。問題は、わざわざ要請を出してきた隣国だな。……誰が、隣国にエマの情報を渡したのかだ」

　ウルリクは、わかりやすく不機嫌な顔をしていた。

「あ……」

　ウルリクの言葉に、エマはぞわりとした。うまく言語化できないが、彼の感じている不安の一端を掴めた気がする。

「私が目立ちすぎたから、隣の国にも噂が流れてしまったのでしょうか？　ウルリク様は、こういったことを警戒して『お飾りはお飾りらしくしていればいい』とおっしゃっていたのですか？」

　結婚したその日、彼に言われた言葉を思い出していた。あのときは何とやる気のない神官だろうと呆れていたのだが、悪目立ちするなと釘を刺そうとしていたのなら、彼が正しい。

「まあ、そうだな。目をつけられるより、お前と平穏に生きたかったから。……だが、今は持てる力を人の役に立てたいというお前の志を尊重したいと考えている。今回赴く地にいる神官は、我々の今後の活動の後押しをきっとしてくれるはずだ」

「……力のある神官様なのですか？」

　エマの不安を解消しようとしたのか、ウルリクはにっこりして言う。

　神官長のことすら時折悪しざまに言う彼がそんなふうに誰かを褒めるのが意外で、エマは俄然興味が湧いた。

「神殿に勤めていたとき、かなり世話になった人だ。実力もすごい。だからこそ、国境付近の礼拝堂を任される神官の座についているのだから。今の神官長にもし何かあれば、次にその座に着くのは彼だろうな」

「そのようなすごい方がいらっしゃるのですね……」

　ウルリクの口ぶりから、その人のことをとても信頼しているのがわかる。今回の任務は不安だが、そういった人と知り合えるのは頼もしいことだ。

　それから数日かけて移動し、ようやくエマたちは目的地である国境付近の礼拝堂へとたどり着いた。

　日中は問題の土地で浄化を行い、夜は滞在している宿に帰るという生活だ。

　これまでウルリクとイェリ、それから護衛騎士という少人数で細々とやってきた活動だったのが、小規模とはいえ騎士たちを引き連れての行動になったため、物々しさはある。

　しかし、想定していたような困り事もなく、エマは浄化を進めることができていた。

　問題があるとすれば、ずっと護衛という名目で騎士たちが付き添っているため、寝室の中にまで入ってこないまでも気配を感じるせいで、ウルリクと睦めていないことだ。

　この任務に出発する前にたっぷり愛でてもらったから、しばらく倒れることはないはずだ。しかし、彼とゆっくり過ごす時間を過ごせていないのが苦しくて、エマは早くこの任務が終わってほしいと思っていた。大体十日ほどの滞在の予定なのだが、半分を過ぎた頃にはかなり気疲れが大きくなっていた。




「……これで、すべての澱みを取り去りました」

　国境付近の森の中、遥か昔に鎮守のために植えられたという大木を浄化し終えて、エマはほっと息をついた。

　大きな森では水脈と地脈の関係は密接で、鎮守のために植えられたような木はそれらの影響を他のどんなものよりも受ける。

　だから、エマは今回はこの木の浄化を主軸にして、井戸や土壌の澱みを並行して浄化せねばならなかったのだ。

　それも、今ようやく終わった。

「計器も、澱みを感知しないので完了でよいでしょう」

　付き添いで来ていたこの土地の神官のひとりが、特殊な計器を大木にかざし、澱みの残量を確かめていた。とても珍しい道具らしく神殿など国内でも限られた場所にしか配布されていないものを所有しているだけあって、ここの礼拝堂が国内でも重要であることがわかる。

「それでは、本日はこれで下がらせていただいてよろしいでしょうか。明日以降、各地を今一度確認しますが」

　かすかに疲労を感じて、エマはそう申し出た。倒れはしないが、視界がかすむのも感じた。これで耳鳴りまでしてくると危ない。今日はそばにウルリクがいない状態での浄化というのも辛かった。

　すぐに気づいてくれたイェリがそばまでやってきて、体を支えてくれた。

　もともと、この大木の浄化が完全に終われば、すべての予定は終了のはずだったのだ。日を改めて他の場所も確認すると言えば、誰も何も文句はないだろう。

　神官から下がってよいと言われ、エマはイェリに付き添われて馬車に乗り込んだ。

　これから先は、宿でウルリクの帰りを待つ。

「ウルリク様、早くお戻りになるといいですね」

　宿に戻って寝台を整えてくれながら、イェリが困った顔で言った。彼女が用意してくれた果物を少し食してから、エマは寝台に横になる。ウルリクはこの地で他にやるべきことがあると言って出かけてしまったかため、どのくらいいないかもわからない。

　浄化を終えたことで、村の人たちが果物などたくさん贈り物をくれたのだが、今のエマは食べる元気もない。神官も騎士たちも仕事を終えたエマをねぎらおうとしてくれたが、元気がなくて結局部屋に直行してしまった。

「何か、大事なご用事があるみたいなの。この土地の神官様としなくてはいけない打ち合わせもあるみたいで……」

　昨夜は部屋にも戻ってきておらず、ウルリクには会えていない。何か緊急性の高いことが起きているのは間違いなさそうだから、エマはわがままを言わないでおこうと決めていた。

　とはいえ、不安から来るものなのか体調がやけに悪い気がして、それがさらに不安をかきたてている。だから、早くウルリクに甘えて癒やされたいと思うのに、それが叶えられない状態なのがもどかしい。

「エマ様の体調不良は、月のものが遅れているからかもしれませんね。私も、遅れがちなときは何だか不調が続きますもの」

「あ……確かにそうね」

　月のものが来ているときは浄化の能力が落ちることがわかっているため、今回は移動中に来るようにと考えて日程を組んでいたのだ。しかし、予定していた頃に月経は始まらず、こうして浄化を終えた今も来る気配がない。

　とはいえ、病的な眠さや下半身を中心とした倦怠感は月のものの前の特徴に当てはまるため、イェリの指摘は理解できた。

「あれだけウルリク様と仲良しですから、別の可能性もありますけどね」

「別の可能性って？」

「もう、寝ぼけていらっしゃるんだから。私、すっきりする飲み物を用意してきますね。少し休むにしても、何か休息の助けになるお茶でもあったほうがいいでしょう？」

　頭が回らないため、イェリが何をほのめかしたのかわからなかった。

　飲み物を取りに行ってくれると言っていたが、エマはもう目を開けられなくなるのを感じていた。眠いとかそういう感覚すらなく、意識が遮断されるような、そんな感じだ。

　だから、いきなり深い眠りに落ちていたから、部屋に誰か入ってきていることにも、すぐに気がつけなかった。

「ん……」

　くすぐったいような、むずむずするような不快な感じがして、エマは目を開けた。

　睡眠を邪魔されたことが不愉快だったが、視界に入ったものを認識して、それはすぐに恐怖に変わる。

「……ら、ラースさん、何しているんですかっ!?」

　エマは、自分に覆い被さるようにして上にいるラースの姿を見て叫んだ。彼はエマの両脚を広げ、舌を伸ばして太ももを舐めていた。先ほど感じたムズムズする感触が彼に舐められていたからだとわかって、全身に怖気が走る。部屋の前に護衛がいたはずなのになぜ？　という疑問が湧いたが、そんなことを考えても今は無意味だ。

「すみません、起こしてしまいましたか……ああ、急がないと！　今ならまだ間に合う……俺は、エマ様を死なせたくない……！」

「やめて！　どういうことなの……？」

　泣きたいのはエマのほうなのに、なぜかラースが泣きそうになっていた。彼がひどく焦っているのも気になる。逃げようとするが、がっちり体を押さえ込まれて動けない。

「あの方の子供を身籠ると殺されてしまいますよ！」

「こ、殺される……？」

「そうです！　王のご落胤であるウルリク様の血を引く子供ができれば、あなたは国に仇なす意思ありと見做され殺される！　それを阻止するために、俺の子供だということにしてしまえば……！」

「や、やだ……！」

　頭が混乱しつつも、エマはラースから逃れようとした。泣きそうな顔で強姦を企む彼が恐ろしくてたまらない。どんな理由であれ、夫以外に触れられるのは耐え難かった。

「イェリ！　イェリ助けて！」

「無駄です。彼女は、あなたのために精のつく食事を作らせると言われて厨房に留め置かれています。もし厨房を出ても、他の者がさりげなくこの部屋に戻ることを阻みますから……俺が一度でもあなたに子種を授けることができれば、あなたの無事は約束されるんです」

「そんな……いや！　触らないで！　お願い……！」

　呼吸を乱しながら、ラースは下着の上からエマの秘めた場所に触れた。まるで準備が整っているのか確認するかのように。

　服の上からでも、彼のものが怒張しているのがわかる。泣きそうな顔で、それでもなお欲情しているというそのアンバランスさに、エマはひたすら恐怖していた。

「多少乱暴になっても仕方ないか……許してください！　あなたを守りたい！」

「いやー！　いやだ！」

「ああ……こんな形であなたを抱きたくなかった。でも、俺があなたを守るので！　守るための交わりなので、痛くてもつらくても我慢して、俺の子を孕んでください」

　エマは泣きそうになりながら必死に抵抗した。ラースは片方の手でエマを押さえつけつつ、服を脱ごうとしていた。彼も泣いている。泣いているのにひどく興奮しているのが伝わってきて、エマは恐怖のあまり体から熱がどんどんなくなっていくのを感じていた。

　助けは来ない。これから、ラースに乱暴されるのだ。

　胸の中に恐怖に代わって、絶望が広がり始める。それでも諦めたくなくて、無駄な抵抗だとわかりつつも動かせる脚で彼を蹴って、少しでも彼の動きを止めようとした。

　そんなとき、突然ドアが開いた。

　開いたというより吹き飛んだと表現するほうが正しいかもしれない。

「そこまでだ、ラース。──即刻、私の妻から離れてもらおうか」

　部屋に入ってきたのは複数の気配だったが、発せられた声は馴染みのある、エマが今一番聞きたい声だった。声を聞いただけで安堵して、堪えていた涙が一気に溢れ出した。

　ウルリクが人を引き連れて部屋に突入し、ラースに剣を突きつけていた。いくら屈強な騎士とはいえ、そんなふうに大勢から剣を向けられれば敵わないと察したのだろう。

　彼はエマの上から退いた。

「騎士たちが、なぜ……？」

　ラースは、信じられないような顔をして自分に剣を向ける人々を見ていた。仲間だと思っていた相手に裏切られたのだという顔をしているということは、騎士たちも一枚岩ではなかったのだろう。

「全員がお前のような〝第二王子派〟の騎士だと思うな。私が先んじて国王と王太子に相談し、今回の護衛騎士たちの中にきちんと彼らの息がかかった者たちを仕込んでいたのだ」

　ウルリクは怒りが滲むものの、それを抑えた声で淡々と言った。

「国王と王太子？　なぜ、あなたが？　え、だってあなたは、神殿で力をつけていずれ陛下を追い落とそうと悪巧みしていたのでしょう……？　だから、あなたなんかの子ができたらエマ様のお命が危ないって……」

「すべて、お前を唆した第二王子派の人間の妄想だ。私は、王位になど興味はない」

　エマには話が全く見えないが、ウルリクの話を聞いてラースは絶望し、そして放心したようだった。

　その後、彼は取り囲んだ騎士たちに連れられて部屋を出ていった。

「エマ、怖い思いをさせてすまなかった……！」

　エマも何がなんだかわからず戸惑っていると、駆け寄ってきたウルリクに抱きしめられた。

　乱れた服の裾を整えられ、髪を撫でられ、しばらく彼の心臓の音を聞いているうちに、ようやく落ち着くことができた。

　それから、順を追って語られるウルリクの話に耳を傾けた。

　彼が実は国王と聖女の間に生まれた存在だということ。

　捨て置くわけにもいかず、神殿で育てられたこと。

　ウルリク自身は王位継承権には興味などなく、王籍を離れたがっているのを王太子から引き留められていたこと。それを第二王子が面白くなく思っていて、ウルリクに国家転覆の意思があると喧伝して追い落とそうとしていたこと。

「恐らく兄は……第二王子は私に嫌がらせをするためだけに、ラースを唆して焚きつけたのだろう。エマへの信仰心を利用されたとはいえ、二度目は許せない。今回も私の詰めが甘かったばかりに、恐ろしい思いをさせてすまなかった」

　本当に悔しいらしく、ウルリクは歯軋りしそうな表情をしていた。彼がそんなふうに美しい顔を崩して怒ってくれていることに、少しだけ気持ちが救われた気がした。

「いえ……でも本当に、間に合ってよかった」

　あのままだったらどうなっていたかと考え、エマは震えた。

　だが、ウルリクが必死に裏で動いていたことも理解できたから、彼が悪いだなんて思わない。

「私はただ、波風が立たないのならなんだってよかったから、これまで国と縁を切ろうとしてこなかったのだ。だが、繋がりがあれば第二王子のように勘繰る連中が出てくる。だから、王籍を抜けるための説得と準備に時間がかかってしまった」

「王籍を抜けて……ウルリク様はどうなってしまうのですか？」

　尋ねながら、エマは自分のしでかしたことを自覚していた。恐ろしさに、声が震えてしまう。

　すべて、エマの行動が招いたことだ。

　おそらくだが、彼が「お飾りはお飾りらしく」と言っていたのは、悪目立ちして第二王子のような人種に目をつけられるのを避けるためだったのだろう。

　それなのに、彼の妻となったエマが、浄化という人の目を引く行動をしてしまった。聖女としての需要が高まれば高まるほど、ウルリクをよく思わない連中の目には、反逆の意思があると映ったに違いない。

　今になってそのことに気づいて、エマは申し訳なくなった。自分も危険な目に遭ったし、何よりウルリクに家族との繋がりを断たせる結果となった。

　彼が王家の血を引く人だったということに驚きはしたが、隠しきれない高貴さはその血が所以だったのかと納得してもいる。だから、自分の行いのせいで彼が繋がりを断たねばならなくなったことが申し訳ない。

　だが、彼はそんなことを気にしてもいないようだ。その涼やかな美貌にはいつもの笑みが浮かんでいる。

「どうなってしまうって……そんなに心配そうな顔をするな。私は、エマを愛するただの男になるだけだ。それが私の望みだからな。こんな形とはいえ、それが叶った」

「ウルリク様……んっ」

　彼の意図を詳しく聞こうとすると、唇を塞がれてしまった。先ほど整えた服の裾を彼が乱そうとしているのに気づいて、エマは慌てた。

「大丈夫だ。人払いはしてある。あの男に穢されそうになったのだ。夫として、お前の体を清める必要がある」

「それは、わかりますが……」

「何より、ここ数日は澱みを溜め込むばかりだっただろう？　まさかお前は、私が神官としての勤めを果たすのを邪魔するつもりか？」

「いえ、そんなつもりはっ……きゃっ」

　戸惑っているエマの体を、ウルリクは抱き上げた。どこに行くのかと不安になっていると、彼は安心させるように微笑んでくれた。

「まずは風呂に入ろう。せっかく温泉の湧く地に来ているんだ。それに、体をきれいにしたいだろう？」

「そ、それはわかりますが、お風呂は自分で入れるので……」

「夫の私が一緒に入りたいと言っているんだ。嫌なのか？」

「……嫌、ではないです」

　美しい顔にねだるように見つめられては、それ以上拒むことはできなかった。

　何より、嫌なわけではないのだ。恥ずかしいだけで。

　エマたちが与えられている部屋奥には風呂場が設けられている。だから、寝台から抱き上げられて少し歩けば風呂場にたどり着いてしまう。

　風呂場の前でエマを下ろすと、当たり前のようにウルリクは服を脱がせにかかる。

「え、待って！　自分で脱げます」

「そうか……なら、見せてもらおうか」

「……っ」

　脱がされるのが恥ずかしいと思い抵抗したが、彼はそれを悪い笑顔で受け止める。よく考えれば、脱がされるのより彼の目の前で自ら服を脱ぐほうが恥ずかしいかもしれないと気がついたが、今さら遅い。

　彼の視線が肌の上をなぞるような感触を覚えながら、エマは上に着ていたものを、それから下着を脱ぎ捨て、一糸纏わぬ姿になる。

「……やはり、お前の体はそそるな。このまま今すぐ抱きたくなる」

「ウルリク様……」

　彼はエマを煽るようなことを言いながら、自身の身に着けているものを脱いでいく。

　肌の露出がない神官の服を身に着けているぶん、脱いだときの落差に、いつもエマはクラクラしてしまうのだ。

　裸になることはつまり、彼が日頃纏っている禁欲的な気配を脱ぎ捨てることだ。

　禁欲的な気配を脱ぎ捨てた彼は、妻である自分を求めてくれるただの男になる。

「エマ、おいで」

　彼は先に浴室へと入ると、両手を広げてエマを促す。お互い裸で気恥かしいものの、早く肌を触れ合わせたい気持ちもあって、エマは素早く彼の腕の中に飛び込む。

「かわいいな……お前のそういう姿を見ると、守ってやりたいと思うと同時に、食べてしまいたくもなる」

「んぅっ」

　ウルリクは不敵に笑ったかと思うと、エマに荒々しく口づけてきた。このまま激しく口の中を弄られるのかと思ったが、あっさり唇を離される。

「さて、どこから洗ってほしい？　私の手で清めてやる」

「え……あっ」

　ウルリクの手が、意味深に腰をなぞる。その触れるか触れないかの絶妙な指先の動きに、エマはゾクゾクとしたものが全身を走っていくのを感じた。

　やはり、好きな人に触れられるのは違うのだ。彼に触れられるのは、何もかも快感になってしまう。

「あの男に触られたのはどこだ？　ここか？」

「んっ、あっ、ちが……」

「では、ここか？」

「ふ、ぁっ、ちがうっ、あぁっ」

「『違う』ばかりではわからないだろう？　仕方がないから、全身きれいにしてやるしかないな」

　ウルリクは楽しむように、お湯で濡らした布をエマの首筋に、脇に、内股にと滑らせていく。ややとろみのある泉質のお湯のせいなのか、彼の触れ方のせいなのか、どこに触れられても快感を拾ってしまい、浴室にはエマの甘えるような声が響く。

　やがてエマはウルリクに導かれて湯船に浸かり、湯の中でも彼に翻弄されていた。

「もうのぼせたのか？　ここが立ち上がって色づいているぞ」

「ぁんっ」

　彼が狙いを定めたのは、乳房の頂だった。彼はエマの豊かなふくらみをやわやわと揉みしだきながら、その頂を口に含む。

　それから舌先で素早く転がされたり、チュッと音が立つほど強く吸われたり、歯を立てて甘噛みされたりと、様々な刺激を与えられた。

「あっ、ぁ、あぁっ」

　胸はエマの弱い場所だから、そんなふうに容赦なく愛撫されてしまうと、我慢できずにたくさん啼いてしまう。

　ウルリクはエマが悦ぶのが嬉しいのか、それとも彼もエマの胸が好きなのか、夢中になって口に含んでいる。美貌の夫がそんなふうに自分の胸に執心しているのが愛おしくなって、エマは彼の頭をギュッと押しつけるかのようにした。

「エマ……かわいいな。そんなことをしなくても、私は逃げたりしない」

「だって……」

「顔が真っ赤だな。……のぼせて倒れてもいけないから、そろそろ仕上げに入ろうか。立ちなさい」

「え……」

　有無を言わさぬ口調で言われ、エマは言われるがまま立ち上がった。

　彼の顔に浮かぶ剣呑な表情にドキドキしていると、彼はおもむろにエマの脚を開かせ、その中心に顔を埋めた。

「きゃあっ」

　秘処に舌を伸ばされたかと思うと、彼は素早い動きでそこを舐め始めた。突如強烈な快感に襲われ、エマは悲鳴を上げる。

　先ほどの悪い表情は、獲物を狙う獣の目つきだったのだ。エマの秘処を狙いに定めた彼の舌は、徹底的に快楽を与えようと、素早く、そして力強く愛撫を加えてくる。

　これまで与えられた愛撫で、すでにエマの秘処は蜜に濡れていた。だが、舌で可愛がられることでより一層潤みを増し、浴室に淫靡な水音が響く。

「お前の体は、どこもかしこも甘いな……こうして溢れてくる蜜すら、甘く感じられる」

「あっ、だめっ……ウルリクさまっ、だめぇ……あぁぁっ！」

　ウルリクは花芽を親指の腹で思いきり捏ねながら、エマの蜜をわざと音を立てて啜った。

　美しい夫が自分の秘処に顔を埋めて蜜を啜る姿を見下ろしながら、エマは羞恥と快楽に脳を焼かれそうになりながら震えた。

　エマの快感が極大に近づいているのを察したのか、ウルリクの舌の動きがさらに激しさを増す。蜜口をこじ開けるかのように舌先が滑りこんできたその瞬間、エマはたまらず腰を仰け反らせた。

「あぁぁっ……！」

　ビクンと大きく体を反らし、エマは達した。あまりの気持ちよさに目の前が真っ白になり、痺れるような甘い感覚に全身が包まれる。

　浮遊感を覚えたのは絶頂のせいかと思ったが、気がつくと彼に体を支えられ、再び抱きかかえられていた。

　浴室を出ると、今度は浴布に包まれる。体を拭いてくれるのかと思ったが、どうやら煩わしくなってしまったらしく、ウルリクは自身の体をザッと拭うと、エマのことをぐるぐる巻きにしてしまった。

　それから、寝台へと運んでいく。

「優しく、丁寧にと思うのだが……もう我慢できない」

　エマの体を横たえると、呼吸を荒げた彼が覆い被さってくる。

　涼し気な美貌の彼が余裕をなくしている姿に、エマの胸はキュンとする。愛する彼にならば、性急なことをされてもちっとも嫌ではないのだ。

　何より、エマ自身は先ほど果てているが、彼はまだだ。押しつけられてくる彼の下半身の硬さを感じて、それを受け入れたいとエマの下腹部は甘く疼く。

「ウルリク様……もう、来ていいですよ」

「エマ……ああ、早くひとつになりたい」

　エマの誘いに、ウルリクは目を見開いた。だが、すぐに獲物を狙う獣の目になる。

　彼は自身を握ると、その先端をエマの中心へとあてがう。先ほどたっぷり蜜を溢れさせるようにされたそこは、入り口をひくつかせて彼のものを待つ。

「あっ……」

　彼は屹立の先端で擦るようにして、花芽と秘裂を刺激する。それから、ほんの少しだけ先端を蜜口に入れて、わざと音が立つように抜き挿ししたりもする。

「指でまだ解していないというのに、呑み込もうとしているな……可愛い。ゆっくり押し込んで、お前の中を私の形に作り変えてやろう」

「くっ……はぁ……ぁあっ……」

　ゆっくり、本当にゆっくりと、隘路を押し広げながら彼のものが入ってくる。体が内側からめくれ上がってくるような感覚に恐れつつも、エマは気持ちよさも感じていた。

　先ほどラースの劣情を感じたときは恐怖とともに激しい嫌悪感を覚えたが、愛する人となれば別だ。

　ウルリクが欲情してくれているのが嬉しい。彼が自分の裸身に興奮して、こんなふうに高ぶってくれているのが嬉しい。

　だから、彼の大きくて硬いものが自分の内側にゆっくり入ってくる感覚も、心地よくてたまらない。体の中まで彼のものにされていく気がする。

「エマの中、熱くうねっていて……溶かされそうだ」

　呼吸を乱しながら、ウルリクが眉根を寄せて切ない表情で言う。彼が快感に耐えようとしている顔だ。

　自分の中で彼が気持ちよくなってそんなふうに顔を歪めるのが、エマはたまらなく好きだ。もっと乱れてほしくなる。だから、まだすべて入ってきていない彼のものを奥まで呑み込もうと、彼の腰に両脚を絡めた。

「ウルリクさまっ……もっと奥に来て……気持ちよくなって……」

「エマッ……そんなに可愛いことを言われると、我慢ができなくなる」

「我慢なんて、しなくていいです……あぁっ……口づけを……」

　自ら接吻をねだり、エマはさらにウルリクに甘えた。

　自分からねだるなんて恥ずかしいと思いつつも、いざ好きな人を前にしたら我慢なんてできなくなる。

　エマがそんなふうにねだるからか、ウルリクも抑えが利かないようだった。日頃と違って性急に腰を打ちつけてくる。

　彼が激しく求めてくれているのがわかって、エマもいつもより感じていた。気持ちが良くて、蜜が溢れて、彼のものを一層締めつけてしまう。

　締めつけると彼が熱い吐息をこぼし、目を細めて見つめてくるのがエマは好きだ。その紫がかった不思議な色の目が優しい形に細められるのを見ると、この人に愛されているのがわかる。

　欲情しているけれどそれだけでなく、エマのことを愛してくれている目だ。

「エマ……動くたびに蜜が溢れ出してきて、お前と私の体の境目がなくなっていくようだ」

「んぅ……とけて、ひとつになってしまえたらいいのにっ……あぁっ、ウルリクさまぁっ……」

　敏感な場所で繋がって、深く接吻をして、二人は本当に溶け合うようだった。触れ合っているところがどこもかしこも気持ちが良くて、エマはもう何度も達していた。

　達するたびに彼の剛直に絡みつき、奥へ奥へと誘う。誘われるままウルリクも激しく腰を振る。

　不安も、怖かった気持ちも、快感が塗り替えていってくれる。

「エマ……愛しいエマ……可愛いな……お前の中に注ぎたい」

「来てください……あぁ……」

　彼の表情と動きに余裕がなくなっていき、果てが近づいてきているのがわかった。エマの内側も、彼が熱情を解き放つのを歓迎するように、甘く蠢いて絡みつく。

「エマッ……かわいい私のエマ。一緒に果てよう」

「ひ、あぁっ！」

　ウルリクの指が、花芽を思いきり摘んだ。蜜壺への刺激と相まって、花芽で受け取る気持ちよさが、エマの意識を一気に押し上げる。

「だめっ……イッちゃう……ウルリクさまっ……あぁぁんっ……！」

　大きくなった快感の渦に呑み込まれるようにして、エマは達した。先ほどとは比べ物にならないほどの深い絶頂だ。

　彼のものを咥え込んだまま、濡れた肉襞が大きくうねる。締めつけられ、絡みつかれ、ウルリクも切ない吐息を漏らした。

「……はぁっ……」

　ひと際激しく腰を振ると、最後にぐっと奥まで突き入れて、そこでウルリクは果てた。脈打つのに合わせ、精が解き放たれる。熱い飛沫が、エマの腹の奥、子宮の入り口にたっぷりと注がれていく。

「ウルリクさまの……あぁ、たくさん出て……」

　自分の中に子種が注ぎ込まれるのを感じて、エマも満たされた気持ちになっていた。

　体の気持ちよさよりも、心が満たされていくのを感じる。奥の奥まで彼のものになったという感覚が、たまらなく幸せだ。

　だが、ほんのわずかに不安がよぎる。

「……私、ウルリク様の子供を授かってもいいのですか？　子供を授かると、あなたの邪魔になりますか？」

　王家の血を引くウルリクの子が生まれるのは、様々な場所に影響を及ぼすだろう。そのせいで、彼が生きたいように生きられなくなるのは嫌だ。

　しかし、彼はエマのそんな心配を別の意味に捉えたらしい。

「果ててすぐだというのに、そんな可愛いねだり方をして……よほど私に抱き潰されたいらしいな」

「ちが……そうではなくて……」

「お前と私の子供なら、さぞ可愛いことだろう。何人いてもいいな……励むとするか」

　そう言って彼はニヤリと笑う。

「んんっ」

　再びエマは組み敷かれ、唇を塞がれてしまった。先ほどたっぷり注がれた蜜壺にまた突き立てられ、蜜と精が混じり合ったものが溢れ出す。

　それからエマは、ウルリクに何度も快楽の果てへと連れられていった。

　おかげで澱みによる影響はまったくなくなったが、次の日は別の理由で足腰が立たず動けなくなってしまったのだった。







第五章








　今日のために特別に用意された衣装を身に纏い、エマは神殿の祭壇の前に立っていた。

　白銀の髪によく映える、無垢な白のローブには、光沢のある白糸で繊細な刺繍が施されており、日頃身につけている聖女のローブより神々しさがある。

　それもそのはず。今日のエマは、女神を模した姿をしているのだ。

　今日はエマとウルリクが特別な役職を授かる大事な式典だ。

　簡単に言うと、エマは国公認の最高位の聖女の位が与えられ、ウルリクはその最高位聖女に仕える特別な神官となるのだ。

　王籍を抜け、王家と関わりのない人間になるにはこのくらいのことをしなければならないと、神官長たちが判断したのである。

　これまでウルリクが国王の落胤であることは秘されていたが、人の口に戸は建てられないというし、何より第二王子が暴走した。ウルリクを追い落としたところで第二王子が王位を継承できるわけではないのに、自分より婚外子であるウルリクが王太子に重用されているように見えたのが気に障ったらしい。

　どれだけウルリクが無関係を装っても、勘繰る者がでてきて、その都度こんなふうにエマや彼自身が危険な目に遭うのではやりきれないと考え、ウルリクが決断してくれた。

　今日をもって、ウルリクは正式に、公に、王籍を離れる。

　全く何も持たないただのウルリクになって、神とエマに仕えることになるのだ。

　エマとしてはそんな位や役職はいらないが、こういう形を取ることでウルリクが自由に生きられるようになるのならいい。

　女神の光輪を模したティアラの重さに頭が前のめりになるのに耐えて立っていると、扉が開いてようやくウルリクが姿を現した。

　彼もまた、今日の式典のために特別な衣装に身を包んでいる。

　白を貴重とした生地のローブに、深緑の帯を肩にかけている。深緑は女神に仕える者が纏うことが許される最高位の色だ。その色を部分的に取り入れることで、エマという聖女に仕える神官であることを表している。

　いつも、たとえ何も纏っていないときでも美しいウルリクは、彼のためにあつらえた衣装を身につけているとその美貌が際立った。

　そんな彼が、ゆっくりと、厳かにエマのほうへやってくる。

　すぐそばまで来ると、ウルリクは跪き、エマの手を取った。そして、恭しく口づける。

「──私は今ここに、聖女エマに仕える神官になることを誓う。女神の加護を与えられしエマを守護し、生涯支え続ける」

　彼の宣言が神殿の礼拝堂に響き渡ると、見守っていた人々から拍手が上がった。こうして見守れる形で式典を行うのは、国境付近のあの礼拝堂の神官の案らしい。

　つまり、この式典すら政治的意味を持っているということなのだが、神に仕える身だからといって政治に無関心ではいられないのだ。

　エマは今回のことで身にしみたから、今後は自分やウルリクを守るために賢く立ち回っていかねばと思っている。

　とはいえ、こうして式を終えたことで、エマたちはさらに自分たちの活動がやりやすくなったのである。

「結婚式のときにも思ったが、エマはこうして着飾ると本当に女神じみているな。お前のその美しさでさらに民たちの信仰心を集められる」

　見守る民たちに手を振りながら、二人は神殿から出て歩く。視線は彼らに向けながら、ウルリクは涼し気な顔でそんなことを言うのだ。

「あなたがそんなふうに思ってくれていたなんて私、知りませんでした。きっと私には興味なんてなくて、義務的に結婚したのだろうなって……こんなに愛してもらえるなんて、夢みたい」

　美しい夫に見惚れてうっとりして言うと、彼は珍しくもじもじした。

「前にも言ったが、結婚当初はお前を好いていることを隠したかったのだ。結局お前を危険な目に遭わせてしまったし、隠したところでバレるものではあったのだが……今結婚式に戻れるのなら、私は柄にもなくはしゃいで回るぞ」

　どうやら彼は、結婚したばかりのときのことを指摘されると恥ずかしいらしい。照れて、少し拗ねたみたいな態度になるのが愛しくて、エマはつい笑ってしまう。

「はしゃぐウルリク様、ちょっと見たいです」

「その代わり、初夜から容赦しないからな」

　エマに笑われたのが悔しかったのか、ウルリクは声を落としてそんなことを言う。

　もうすでに容赦のない夜の営みをされているから、その言葉は脅しにはならないのだが、彼がそういうことを言うのが嬉しくて恥じらいつつもニコニコしてしまう。

　彼は、自分の感情やしたいことを隠さずにいられるのが、エマは本当に嬉しいのだ。

　式典の前に、神官長からウルリクの話を聞いた。

　彼は国王が平民出身の聖女に手を出して生まれた子供であることを。持て余し気味に育てられ、愛情は受けられず、困り果てた末に神殿に引き取られたことを。

　何者にもなれないのに、不自由ばかりを強いられて、世の中の汚いところばかりを見せられて。

　そんな彼がエマに出会って、その清らかさと無邪気さに救われたのだと、神官長は言っていた。

　それを聞いて、エマはウルリクの孤独を思った。子供のときの彼を抱きしめてやることはできないが、これからの彼に寄り添って生きることはできる。

　これから憚ることなく彼を幸せにできるのが、エマは何より喜びなのだ。

　だから、その夜も寝室でとびきり甘い雰囲気になっていた。

「……神官の私がこのようなことを言うのは問題なのかもしれないが、世の中には淫らに見せるために纏う衣服があるのだな」

　溜め息まじりにそう言って、それから彼はエマを寝台に押し倒したのだった。

「エマ……なんて美しいんだ」

「あっ……あぁ、ん……」

　寝台の上、興奮した様子でエマに覆い被さり、ウルリクは口づけの雨をエマの全身に降らせていた。

　今夜のために用意した下着を、とても気に入ったらしい。

　式典の衣装とは別に、エマはイェリたちに頼んでこの下着を用意してもらったのだ。結婚式の初夜をやりなおしたい、もっと情熱的なものにしたいと伝えると、彼女たちは理解して大いに張り切ってくれた。

　そしてできあがったのは、大事な部分をほとんど隠せていない、扇情的な意匠の下着だ。

　全体的に肌が透けるほどの薄布でできており、それにレースが施されている。ガウンの形をしているが、何のために身につけておくのかわからないほど肌が守られていない。

　胸の頂や密やかな茂みさえ見えてしまうほど、薄い生地のため、着ているほうが淫らに見えるほどだ。

　用意してもらったはいいものの、実際に袖を通すのは勇気が必要だった。

　しかし、これを着て部屋で待っていたところへウルリクがやってきて、驚きに目を見開いたのを見たときに、彼が気に入ってくれたのがわかった。恥ずかしくてギリギリまで纏うかどうか悩んだが、勇気を出してよかった。

「美しいのにあまりに淫らで……時々お前の存在は、私に与えられた試練なのではないかと思う」

　口づけをやめたかと思うと、ウルリクは真剣な顔で言ってきた。わけがわからずエマが首を傾げると、彼が今度は首筋に吸いついてくる。

「そうやって、愛らしい仕草で私の理性を溶かそうとしているのだろう。……恐ろしいな。お前を視界に入れているといつだってこうして高ぶってしまい、他のことが手につかなくなりそうだ」

「あぁっ……んっ……」

　彼は首筋を舐めながら、薄布の上から乳頭を擦った。ぷっくりと立ち上がってきたそこをそんなふうに擦ると、布地を押し上げてより淫らに主張するようになる。

　彼は指先をかすかに触れさせるような絶妙な触り方しかしてこないため、もどかしさにエマは身をよじる。その仕草は、まるで誘っているようだ。

「エマ、どうした？」

「あの……もっと、触ってほしくて……」

「触っているじゃないか」

「ちがっ……」

　ウルリクは悪い笑みを浮かべながら、そっとエマの腰や太ももを撫でる。わざと、まるで羽で触れるようにそっと優しく撫でるから、くすぐったさは感じるものの快楽を拾うにはいたらない。

　もどかしさにたまらなくなって、エマは彼の頭を両手で捕まえると、胸元に押しつける。

「ここです！　あの……舌で、可愛がってください……」

　自分のしでかしたことに恥ずかしくなって、エマは頬を真っ赤に染め、涙目になって言った。

　快感には素直な質だが、まだ恥ずかしくて自分でねだることがうまくできない。

　その初々しさと快感への貪欲さという相反する要素に、ウルリクが刺激されていることになど気づいていないのだ。

「……そのように豊かに実った胸元に顔を押しつけられたのでは、息ができなくなるではないか。もっとも、私はお前の乳房に潰されて死ぬのなら、それも構わないと思うが」

「そ、そんなに大きくありません！」

「私が可愛がるから、初夜のときより大きくなっているのだが……自覚はないのか？」

「ひゃあっ」

　ウルリクは両手でエマの乳房を掴むと、その柔らかさを堪能するように揉みしだきながら、その頂をペロリと舐め上げた。

　待ち望んでいた刺激に、エマは強烈な快感を覚える。

「……大変なことになったな。濡れて貼りつくと、より一層淫らだ。この下着を考えた者は、この光景すら想定していたということか？」

　しばらくエマの乳房を味わっていたウルリクが、ふと顔を上げて言った。彼の視線を追って、エマも自身の痴態を確認して赤面する。

　もともと立ち上がった乳頭が薄布を押し上げて淫らだったのに、唾液に濡れた薄布が肌にぴったりとはりついて、より一層艶っぽさを増していたのだ。

「交わるときは脱がせようと思っていたが、だめだな。おそらくこれは、汗をかいて肌に貼りつくことで完成する。……濡れてこの薄布が肌に貼りついたその姿を見て、私はまた高ぶらされるのだろう。お前はそうやって、何度も私から精を搾り取る気でいるのだな」

「そんなつもりじゃ……あぁんっ」

　弁解しようとしたが、薄布越しに秘処を撫でられ、エマはそれ以上言葉を紡げなかった。

　口づけと乳房への愛撫ですっかり高ぶっているエマの秘められた場所は、しとどに濡れていた。軽く擦るだけで、蜜が擦れる音が立つ。

「薄布越しに蜜がどんどん溢れてくるのもたまらないが……お前のここが立ち上がって、薄布を押し上げている姿が淫らで仕方がないな」

「やっ……そんなに、見ないでぇ……」

　彼の視線が花芽に注がれているのがわかって、エマは恥ずかしくなる。恥ずかしいはずなのに、彼の視線を感じるだけでジンジンと疼いてきてしまって、指先で軽く捏ねられただけで、爪先をピンと伸ばして達してしまった。

「なんて敏感で、愛らしい体なのだろう。さすが女神の加護を受けた聖女だ。喜びを感じる才能と美貌……やはりお前は、豊穣の女神の聖女を名乗るに相応しい女性なのだな」

　ウルリクは感じ入るように言ってから、そっとエマの両脚を左右に開かせた。

「今すぐここに迎え入れられたい気持ちだが、お前にもっと喜びを与えてからでないとな」

「あっ、やっ……あぁ、んんっ……！」

　濡れた蜜口に指を突き立てると、彼はそれをゆっくりと抜き挿し始める。蜜を溢れさせ充血したそこは待ち望んだ刺激にキュンキュンと歓迎するように震える。

　指で腹側のごく浅いところを擦られるのだけでも気持ちがいいのに、秘処に顔を埋めた彼の舌に花芽を舐められ、あまりの快感にエマは腰を跳ねさせた。

　感じすぎて、体が一気に熱を持つのがわかる。

　強すぎる快感に身を捩って逃れようとするも、彼が逃してくれるわけがない。

「あぁ……あぁぁっ……！」

　花芽を吸われ舌先で転がされながら、蜜壺の弱いところを念入りに擦り上げられ、エマは達した。腰を大きく跳ねさせたと同時に蜜口から飛沫が上がり、それすらウルリクに啜られる。

「だめっ……達したばかりなのにっ……あぁ……」

　花芽を舐めていた舌が、今度は蜜口へと伸ばされる。敏感になっている体にこれ以上の快感は無理だと思ってエマは必死に抵抗するも、再び大きな快楽の波に押し流されてしまう。

　ぐったりと弛緩したところで、ようやくウルリクは解放してくれた。だが、愛撫をやめただけで、むしろ本番はここからだ。

「エマ、お前の中に入るときは、いつもたまらない気持ちになるよ。お前をこの世に与えてくれた神に感謝だ……」

　高ぶる自身の先端を蜜口へと押し当てながら、まるで祈りを捧げるかのように言う。

　エマは彼が敬虔な信徒だと知っているから、祈るみたいに自分に接するのがおかしく感じてしまう。

「ウルリク様、大げさです……」

「大げさなものか。私にとってお前は、本当に救いだったのだ。お前を初めて見てから五年、ずっとずっと、こんなふうにお前を抱く日を心待ちにしていた。……禁欲を続けた男の五年間の片思いを軽く見るなよ」

「んんっ」

　彼は瞳の奥に不穏な光を宿らせてから、ぐっと腰を進めた。

　解されていても、まだ広がりきっていないそこは、ゆっくりと侵入されることで嫌でも彼の形を意識させられる。

　彼のこらえたような息遣いから、本当はもっと性急に腰を進めたいことは伝わってくる。それでもゆっくり、少しずつ進んでくるのは、わざとなのだろう。

　彼はエマに、自分の形を覚えさせたいのだ。

　彼は神官だから、おそらく妄りに自分を慰めることは禁止されているはずだ。

　豊穣の女神を信仰するこの国は、愛ある交合は歓迎されているが、姦淫に耽ることや過ぎた自慰は認められていない。神殿に仕える者であればなおさらだ。

　だから、ウルリクはエマと結婚するまでの二十四年間、教えを守って禁欲してきたのだろう。

　その欲が愛する伴侶を得た今、一気に解放されているのだとしたら、こんなに淫らであっても仕方がないと理解した。

「お前の小さな口が私のものを呑み込んでいくのを見るのが好きだ。愛しいな……お前の中が、私の形に作り変えられていく」

「あぅ……奥、来てぇ……」

　ごく浅いところを嵩高い部分で繰り返し擦られて、エマは気持ちよくなっていた。だが、触れてほしいのはもっと奥だ。体の準備が出来上がったからこそ、浅い部分への刺激では満足できなくなっている。

「焦るな、エマ。今、奥に向かっている。しっかりとお前の中を堪能してから向かいたいんだ」

　なだめるように言ってから、彼は両手をエマの両手に重ね、ギュッと握ってくる。ただ手を繋がれただけなのに、彼に触れている部分が増えたのが嬉しくて、エマは蜜壺を震わせてしまった。

「くっ……そんなに締めつけてきて、可愛いなお前は。エマは、私とくっつくのが好きなのだな」

　ウルリクは目を細め、優しい顔をして言う。自分と繋がることで彼がこんなふうに安心した顔をするのが嬉しくて、エマもにっこりして頷いた。

「はい。あなたと触れ合っていると、そこからじんわり温かくなって幸せな気持ちになるので……もっともっと触れ合いたくなります」

「そうか。ならば口づけ合いながら交わろう」

「んぅ、……んくっ……」

　深く深く口づけながら、ウルリクはゆっくりと腰を動かし始めた。抜き挿ししつつも、彼のものは隘路を進んでくる。

　ゆっくりだから引き裂かれるような痛みも当然なく、ただひたすらに気持ちがいい。

　初夜の淡白な抱き方が夢だったのかと思うほど、ウルリクは時間をかけて情熱的にエマを抱いた。

　途中何度か体位を変えて、そのたび届く深さや擦れる角度が変わって、気持ちが良くてたくさん声が出た。

　あまりの快感に、時々自分でも信じられないような声が漏れる。それが恥ずかしくて口を塞ごうとしたり、声を我慢しようとしたりするのに、彼がそれをさせてくれなかった。

「エマ、声を抑えようとするな。お前の口からこぼれるどのような声も、お前から与えられる素晴らしい快感だ」

「んぁっ、でもっ……」

「耳元で聞かせてくれ。お前の愛らしい声を聞きながら果てたい」

「んんっ……」

　甘えるみたいな掠れた声で言われたら、エマもたまらなかった。

　外にいるときは、何ものも寄せつけないかの完全無欠の美貌の神官様なのに、寝台の上で二人きりになれば、こんなにも貪欲で、こんなにも可愛らしい人なのだ。

　可愛い、愛しいと思ったら、彼のものを咥えこんでいる柔肉がキュンと疼いた。締めつけると彼も気持ちがいいらしく、呼吸が乱れるのが聞こえた。

「ウルリクさま……だいすきっ……愛しています……来てっ……あぁっ……あぁんっ……！」

「エマッ……私も、お前を愛している……受け止めてくれ……！」

　体と体が激しくぶつかる音が数度響き、ぐっとひと際奥を突き上げたその直後、ウルリクのものは爆ぜるようにして精を放った。

　ドクッドクッドクッ……と力強く脈打つのに合わせて、温かいものが最奥に注がれていくのを感じる。

　待ち望んでいたその感覚に、エマも喜びを感じていた。蜜壺全体が切なく疼いて、その締めつける感覚にさらに気持ちよさが増す。

　幸福感に胸の中が満たされていくうちに、エマの中に明確な望みが生まれる。

　この人に家族を作ってあげたい──そう強く思ったエマは、果てて放心している愛しい夫の黒髪を撫でた。

　婚外子というだけで、きっとずいぶん辛い思いをしたはずだ。おまけに王家の血を引いてしまっているがために、これまでずっと不自由な思いをしてきただろう。

　この人を幸せにしたい。孤独じゃなくしてあげたい。

　エマがこの人を愛しているという形を、この世に残してあげたい。

　そんな思いがこみ上げて、エマはウルリクを抱きしめた。

「……どうした、エマ？　甘えたくなったのか？」

　そっとエマの中から出ていきながら、彼が優しい声で尋ねてくる。

　彼がこんなふうに優しい顔と声で話すことを知っているのは、きっとこの世界で自分だけだ。

　だが、子供が生まれたらどうなるだろうか。

「ウルリク様は、きっと優しいお父さんになるなと思って。想像したら、嬉しくなってしまって……」

　エマが彼の胸に頬ずりしながら言えば、彼が感激したように溜め息をつくのが聞こえた。

「私が父親か……厳しくせねばと思うのだが、お前との子供であれば愛くるしいのは確実だ……難しいだろうな。本当に、目に入れても痛くないだろう」

「あーあ、大変。男の子でも女の子でも、甘やかしてしまうわね」

「無理だ。可愛すぎる」

「ふふっ」

　二人であれこれ想像したら、幸せな気持ちがさらに胸に広がった。

　幸せな気持ちになると、また触れ合いたくなってくる。

　どちらともなく唇を重ね、二人はまた抱き合った。

（転生したとわかったときはこんな願いの叶え方ってないって思ったけど……ウルリク様に出会えてよかった。素敵な恋と、イケメンとのエッチ、叶っちゃったわ）

　前世の記憶を取り戻したばかりの頃を思い出し、エマはしみじみとした。気がつくと〝女神〟がきちんと約束を果たしてくれたことを思い出す。どうなることかと思ったが、今はこんなにも幸せだ。
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　疲れてくたくたになって眠るエマの髪を撫でながら、ウルリクは無上の喜びを感じていた。

　彼女と交わるのは本当に気持ちが良くて、とても幸せだが、それより幸せなのは眠る彼女をこうして見守っているときかもしれない。

　エマは本当に可愛い。

　白銀の髪に、薄紅がかった不思議な茶色の瞳。年齢よりも少し幼く見える顔立ちをしているが、慈愛に満ちた表情を浮かべるから、それが彼女を女神じみて見せている。

　外を歩けば、誰もが彼女を愛さずにはいられない。

　可愛くて、優しくて、慈しむ心を持っている。

　聖女に生まれついたからこうなのではない。彼女が聖女として生きようとしていることが、何より尊いことなのだ。

　ウルリクの母も、エマほどではないものの、浄化の力を持っていた。しかし、エマのような優しさも強さもなく、ただ求められるままに神殿で祈っているような女だった。

　不幸なことに、容姿も美しかったから、礼拝に訪れた王の目に止まってしまった。

　王妃を始めとした貴族の女性しか知らない王にとって、平民の、ましてや聖女である母は魅力的に映ったのだろう。母も、積極的に求めてくる王にあっという間にのめり込んでいったのだという。

　王にとっては束の間の癒やしだったのだろうし、母も王が自分に本気になるとは思っていなかった。わずかな間でも夢を見られたら幸せだと、そんなふうに一歩引いて諦めていた関係だったらしい。

　それなのに、ウルリクができてしまった。

　祈ることしかできないくせに、母は神殿から逃げ出した。王も、母を追おうとはしなかった。

　そんな二人から生まれたウルリクだから、最初は神殿のことも女神のことも、信じてなどいなかったのだ。祈らなければ生きていけないから祈るが、この国の人間たちの信心も、女神も、そんなもの何の価値もないし意味もないと思って生きてきたのだ。

　だが、噂を聞いて訪れた小さな村でエマを見つけた。

　慕われるまま人々を癒やし、豊かな実りのために祈りを捧げる無垢な少女を見つけたときに、ウルリクの神官としての真の人生が始まったといってもいい。

　空虚で色のなかったウルリクの世界に、エマという光が射した。この人を愛し、守りたいという気持ちが生まれた。

　信仰とは何か、これまでずっとわからずにいたが、エマを思って、彼女が日々を恙無く幸せに過ごせますようにと考えたときに、これが祈りだと理解したのだ。

　だから、これからもウルリクの信仰はエマとともにある。エマのためだけにある。

　形だけの特別神官ではなく、ウルリクは本当に最高位の聖女であるエマだけに仕えるのだ。

「お前とこうして毎晩まぐわう生活は、しばらくお預けになるかな。体にも変化が現れてきているようだ。眠そうにしていることも多いし」

　ウルリクはそっと、エマの肉づきの薄い腹に触れた。

　今夜も三度ほど、たっぷりとそこで精を放った。今夜だけでなく、これまで何度も子種を注いできている。

　エマ自身は気がついていないが、おそらく彼女の腹には二人の子が宿っている。

　だから、無事に生まれてくるまでは激しい交合はお預けだろう。

　それは少し寂しくもあるが、家族ができるということに感激していた。

　親には恵まれなかったが、素晴らしい伴侶を得た。その人との間に子供を授かることができれば、それより幸せなことはないだろう。

「っくしゅん……」

「おお、寒いか。すまなかった。私が温めてやるからな」

　エマが可愛くくしゃみをするのを見て、ウルリクはまた笑顔になった。そして、愛しい妻の体が冷えてしまわないように、そっと抱きしめて毛布を引き寄せた。

「おやすみ、可愛いエマ。明日もお前のために祈ろう」

　満ち足りた気持ちで、ウルリクも目を閉じた。

　愛しいエマがいてくれるから、ウルリクは敬虔な信徒でいられる。

　明日も明後日も、何十年後も、大切なエマと彼女が大事にするすべてのもののために祈ることができる。彼女が慈しむ心を持ってくれているおかげで、ウルリクもたくさんのものを愛せる気がする。

　出会ったときは、妻にすると決めたときは、ただ好きになった女性と結婚するだけだと思っていた。

　だが、愛しい人ができるということは、大切なものが増えることなのだとエマが教えてくれた。愛しい人を通じて世界のことも愛せるのだと、そう理解させられた。

　そんなことをわからせてくれる人だから、ウルリクはエマを好きなのだ。

　美しいからだけではない。聖女の力があるからではない。

　エマだから、ウルリクは愛しているのだ。

　彼女への溢れる愛を噛み締めながら、ウルリクは眠った。
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　授業の終了を告げる鐘がなり、子供たちが一斉に席から立ち上がった。

　先ほどまでは真剣な顔で授業を受けていたのになと思ってエマは苦笑するが、元気の良い「エマ様、さよならー」の挨拶を聞いて笑顔になった。

　子供たちは、やはり元気なのが一番いい。

　最高位の聖女となってからも、エマは各地を浄化する活動は続けた。だが、そのあと子供を授かっていることがわかったため、出産まで遠出は難しくなった。

　そこで、身重で動けない間に考えたのが、子供たちのために教育環境を整えることだったのだ。

　各地を巡って気づかされたのは、この国には孤児や貧しい子供が多くいるということだ。親に捨てられたり病気で失ったり、あるいは親子共々生きていくのは難しかったりと、事情は様々である。

　食料や仕事の斡旋だけでは、そういった人たちは救えない。だから、賛同者を募って学校を作ることにしたのだ。

　学ぶことは信仰に特化したものではないが、ゆくゆくはこの学校から立派な神官や聖女が誕生してほしいと考えている。力の発現の有無に関わらず、真摯に祈りを捧げることができる人材を育てることは神殿にとっても大切なことのため、反対する人はいなかった。

　出産を終えてから学校を立ち上げて三年。

　今ようやく軌道に乗ってきたと感じている。

　子供たちの面倒を見るために寮を建てたし、世話をする人たちや料理を作ってくれる人、それから先生を雇ったことで、学校に関わることでかなりの職が生まれたのだ。

　子供の支援をすることで経済効果があると気づいた貴族たちも出資をすると言い出したため、今は国内に何ヶ所か新たな学校を建てる事業が動き出している。そしてそれらは、うまく進んでいるようだ。

「エマ、お疲れ」

「ウルリク……ニールも」

「かあさま！」

　ウルリクと小さな男の子が歩いてくるのが見えて、エマは破顔した。

　今日は月に一度の特別講義だったため、彼らも一緒に学校に来ていたのだ。

　日頃はエマもウルリクも神殿での勤めがあるし、息子のニールはイェリたちに面倒を見てもらっている。学校の仕事は裏方だけしているつもりだったが、多くの人たちに乞われて月に一度講義をしているのである。

「ニール、お父様と一緒にお利口さんにできていましたか？」

「うん。畑を見せてもらったの。大きくなあれって、とうさまと一緒にお祈りしたよ」

「そう。それは良いことをしましたね」

　誇らしげな顔で言う我が子が可愛くて、エマはその小さな頭を撫でた。エマ譲りの美しい白銀の髪はまだ柔らかく、触っていると幸せな気持ちになる。

　ウルリクに似た紫色のきれいな目で見上げられると胸がキュンとしてしまい、エマは気合いを入れて目の前の柔らかな体を抱き上げた。

「ああ、大変。大きくなったわね。もう、抱っこして歩くだなんてきっと無理だわ」

　愛しげに抱きしめつつも、エマの顔にはやや苦悶の表情が浮かぶ。赤子のときならいざ知らず、三歳にとなるととんでもなく重たくなるのだ。だが、まだどこもかしこも柔らかで、可愛くていつまでも触っていたくなる。

「エマ、私が抱こう。ニール、おいで」

　見かねたウルリクが手を伸ばすと、ニールも聞き分けよく父へしがみついた。ひょいと抱える姿を見ると、ウルリクはまだ息子の抱っこは腰に来ていないらしい。

　息子を抱くウルリクの表情は、とても柔らかい。この子が生まれてからというもの、彼がこんなふうな表情を見せることが多くなって、そのおかげで神殿に赴く人が増えているのだという。エマの妊娠がわかったときから彼は優しい表情を隠すことがなくなったため、生まれたらどれだけデレデレになるのかと評判になったらしい。

　クールな美貌の神官も当然人気ではあるのだが、そんな人が子供相手に顔を綻ばせるのは、これまた違った魅力があるのだ。

　人気取りのために子供を可愛がっているわけではないが、エマはウルリクが多くの人から慕われるようになったことが嬉しい。

　結婚前の彼は、取りつく島がないような、そんな冷たさを感じる人だったから。

「さて、そろそろニールを神官長のところへ連れて行かねばな」

「うん！　じぃじさまのところ行く！」

　甘えてくるニールに声をかけながら、ウルリクはゆっくりと歩き出す。

　今夜は、ニールは神官長のところへ泊まることになっているのだ。ウルリクにとって神官長は育ての親のようなもので、その結果ニールは孫のように可愛がられている。ニールも、神官長を〝じいじさま〟と呼び、本当の祖父のように慕っているのだ。

　ちなみに、国境付近の礼拝堂にいる偉い神官様もニールの祖父的存在を自負している人で、会いに行くとエマとウルリクの相手をそっちのけでニールに構う。

　エマの両親はすでに他界しているし、ウルリクに親はあってないものだ。だから、こんなふうに我が子を可愛がってくれる存在がいることが救いになっている。

　子供が生まれたらその子にかかりきりになるのは当たり前のはずなのに、エマたちはたまにこうして、誰かしらが預かりを申し出てくれるのだ。

　夫婦水入らずで過ごしなさいという親切でもあるが、それ以上に重要なお勤めがあるからだ。

「今日、ニールに『妹か弟がほしい』と言われたんだ」

　家に帰ってきて、嬉しそうにウルリクが言った。そのときの様子が可愛かったからか、甘いものでも食べたかのような表情になっている。

「それでウルリクは、何と答えたの？」

「『母様にお願いして、可愛い子をお迎えしようね』って答えたよ。父様と母様が仲良くするとお腹に赤ちゃんがやってくると教えているからな」

　〝仲良く〟と言いながら、ウルリクはエマのお腹をそっと撫でる。それは、今夜ここに子種を注ぐという宣言のように思えて、エマは赤面した。

　ニールが三歳になった今、そろそろ二人目をと考えている。周囲にはもっと早くにせっつかれていたのだが、エマもウルリクも国内の浄化を優先させたかったのだ。

　多くの人が幸せに安心して暮らしていけなければ、神殿勤めの自分たちの幸せもありえないと、二人とも考えている。

　妊娠中はどうしても遠出ができなかったし、ニールが乳飲み子のうちも当然だ。

　この二年で遅れていた地域の浄化をあらかた終えることができたから、ようやく本腰を入れて子作りをしようと考えられるようになったのである。

「ウルリクは、次は男の子と女の子、どちらがほしいの？」

　二人仲良く寝室へ向かいながら、エマは彼に問う。答えはわかっているのだが、つい尋ねてしまうのだ。

「どちらでも。可愛いに決まっているからな。だが、息子の可愛さはニールでよくわかっているから、娘の可愛さも知りたい。お前に似たら……私はちゃんと叱れるだろうか」

　寝台に腰を下ろすと、ウルリクは難しい顔を作って言う。

「あなたなら大丈夫。可愛い子供のことを思ったら、ちゃんとその子に必要なことができるはずだもの」

「そうだな……早くほしいな」

「んぅ……」

　穏やかに微笑みつつも、服を脱がせるウルリクの手つきは性急だ。

　口づけながら、するするとあっという間にエマを脱がせてしまう。そして、自分の着ているものも脱ぎ去った。

「お前を前にすると、余裕がなくなっていけないな」

　裸になったエマを寝台に横たえながら、まるで舌なめずりをしそうな表情で彼は言う。余裕がないなどと口では言いつつ、彼ががっついてこないことをエマは経験で知っている。

「そんなことを言って……これから私のことをたっぷりいじめるくせに」

「いじめてなどいないさ。時間をかけて、きちんと体を解してやりたいだけだ」

「きゃっ」

　言いながら、ウルリクはエマの両脚を広げさせる。そして、期待したかのように濡れ始めた秘処に舌を伸ばす。

　ぬるぬると、唾液をまぶすように舐められると、エマのそこはすぐに潤い始める。痺れるような快感が下腹部を中心に広がっていき、あっという間に蜜を溢れさせる。

「柔らかいのに締めつけは強くて……エマの中を押し広げるのは、いつもたまらなく気持ちがいいよ」

「あっ……あぁっ……そこっ……！」

　ウルリクはわざと音が立つように、くちゅくちゅと蜜壺をかき回す。初めは指一本だったのが、やがて二本に増やされ、揃えて弱いところを擦ったり、バラバラに動かしたりする。

　結婚してからすっかり感じやすい体に作り変えられてからは、エマは指での愛撫だけで〝喜びの泉〟を湧かせてしまう。泉が湧き上がる瞬間すら彼は予測して、口を近づけて受け止めに来る。

「……あぁっ！」

　飛沫を上げて達すると、ウルリクはそこに口を押し当てて舐め回す動きをした。達したばかりの敏感な体には過ぎた刺激だが、彼は感じるエマに追い打ちをかけるのが好きだから、この行為をやめてはくれない。

「エマ、今日は後ろからお前を愛でてもいいか？」

　秘処への愛撫をやめると、彼はそこから顔を上げ、髪をかき上げながら尋ねてきた。

　無意識なのか意識的になのか、彼はどうすればエマの目に己の姿が魅力的に映るか知っている。そうやって長く美しい髪をかき上げて見せるたび、エマがその艶に魅了されているのをわかっているのだろう。

「ええ……来て」

　どんな体勢であれ、彼から求められるのは嬉しい。だからエマは、恥じらいながら寝台にうつ伏せになった。彼から求められたら、この姿勢から尻を高く上げることだって厭わない。

　いつもなら、四つん這いの格好にさせられて、後ろから貫かれる。そして、獣の交尾じみた激しい交わりになるのだが、今夜は違った。

　うつ伏せの体の上に、彼がそっと覆い被さるのがわかる。

「このように、後ろからゆっくり奥を突いて子種を注いだほうが、女の子を授かりやすいそうだ」

「あっ……そう、なの……？」

　たっぷり解され濡れているからか、先端を蜜口に押し当てて腰を落とすと、彼の屹立はエマの中に呑み込まれていった。この角度で挿れられるのは初めてで、いつもと擦れる箇所が違って、エマはその気持ちよさに震えた。

「あぁっ……擦れて、気持ちぃ……あぁんっ」

「このゆっくりした動きは男には少々物足りないが、女泣かせの体位と聞いた。女の子を授かるには、とにかく妻が喜びを感じるのが大事らしい」

　耳元で囁くように言いながら、ウルリクは確実にエマの感じるところを擦りあげる。気持ちよさに早くも高ぶらされながら、一体彼がどこで、こんな知識をつけたのだろうかと気になる。

「ウルリク……あなた、どこでそんなこと知って……あぁんっ」

「妻のための勉強は欠かさないというだけのこと。それにここは、豊穣の女神を信仰する国だ。男同士真面目な話し合いのために集まっても、そういった情報交換はできるのだよ」

「……うそっ……あっ、あぁっ……」

　夫が外で真剣な顔をして性の知識の情報交換をしていると聞かされて、そんなまさかと反論しようとしたが、自分にも心当たりがあったため言葉が続かなかった。

　ウルリクが言うように、ここは豊穣の女神を崇める国。夫婦や愛し合う者たちの交合は推奨されており、そのぶん性に関する話題もオープンだ。夫の喜ばせ方から魅力的な誘い方など、女性たちも集まればそんな話題を交わすのがごく当たり前の光景だ。

「後ろからなら、胸も花芽も思う存分可愛がれるな」

「あっ……だめぇっ……！」

「だめと言うくせに、やけに締めつけてくるではないか……あぁ、熱くうねって、私を奥へ誘っているな」

　ウルリクは最奥をノックするように、ゆっくり力強く突き上げる動きをする。胸の頂と花芽はエマが喜ぶ絶妙な強さで捏ねられており、それもまた喜びを与えている。

　結婚してから幾度となく体を重ねるうちに、ウルリクはエマの喜ぶところを知り尽くしている。感じる場所を開拓していくことも、当然行った。

　彼に触れられるたびに、エマは自分の体にこんなにも快感を拾う場所があるのだと思い知らされるのだ。

　彼はエマが喜ぶところを、喜ぶように触れながら、腰の動きを徐々に早めていった。

　背後からの息遣いで、彼も高ぶっているのがわかる。臀部に彼の腿が打ちつけられる力強さで、彼に余裕がないのも伝わってくる。

「エマッ……はぁっ……」

「ウルリク……来てっ……ぁあっ……！」

「……っ……！」

　屹立が最奥を抉ったその瞬間、ウルリクは声にならない溜め息をついた。激しく脈打つ屹立を、震える柔肉が包み込み、一滴残らず注がせられる。

　繋がったままエマの顔を覗き込むと、ウルリクは余韻を楽しむようにかすかに腰を振りながら口づけた。そうすると、達したばかりのエマが甘えるように締めつけるのを知っているのだ。

　せっかく二人きりの夜なのだ。ウルリクはこの一回で終わる気などないため、引き続きエマをその気にさせるために愛でる。

　ほっそりとした腰の曲線を撫でながら口づけ続けると、むずがるようにしてエマが唇を離した。

「ウルリク……前から抱きしめて、もっと口づけて」

「わかったよ、我が女神」

　舌を伸ばして甘えてきたのが可愛くて、ウルリクはエマをくるりと仰向かせると、また貪るように口づけた。とろけた表情で、夢中で求めてくるその様子は、いつだってウルリクを高ぶらせるのだ。可愛くて愛しくてたまらなくて、どんな願いだって叶えてやりたくなる。

「ウルリク……たくさんたくさん、愛してほしい」

「もちろんだ。今夜も、私がどれだけお前を愛しているのか、この体に刻んでやるからな」

　恥じらいはあるものの、エマはずいぶんと自分からねだれるようになった。甘えてくる彼女が可愛くて、ウルリクもより一層可愛がるようになった。

　それから二人は体位を変え、深さを変え、何度も何度も愛し合った。

　第二子ができても、その次の子を授かっても、二人の夫婦仲は変わらずよかったという。

　美しき聖女と神官夫婦の仲の良さは、後の世にも語られるほどのものだった。
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　このたびは拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　濃蜜ラブルージュさんでの執筆も４作目、今度はファンタジーを書いてみませんかということで、思いきりファンタジーな作品にしてみました。

　日頃の執筆傾向からすると、私は現代モノより異世界ファンタジーのほうが得意分野なので、いろいろ好きな設定をモリモリ詰め込みました。

　まず、冒頭の女神による異世界転生システムの説明、気に入っていて楽しんで書きました！

　次にキャラも思いきり好きが詰まっています。異世界転生で聖女に生まれ変わった主人公のお相手は美貌の神官！　しかも黒髪長髪！　これは私の癖です。

　思いきりめちゃくちゃ好みの美形を書いてやるぞと張り切った結果、あらいてるこ先生にイラストを担当していただけることになり、こんなに素敵なヒーローが爆誕いたしました。

　ヒーロー・ウルリクの美しさだけでも大変なことなのに、主人公のエマもこんなにこんなに可愛く書いていただけて……可愛くてエッチな銀髪主人公と爆イケ美貌の黒髪長髪ヒーロー、最高！　完成した表紙イラストを見たときには私はお祭り騒ぎでした（笑）これが騒がずにいられるかって話ですよ！

　物語も、私の好きがたくさん詰まっています。

　政略結婚で体から始まった関係に見せかけて、実はヒーローが主人公に対して激重感情があるというのが大好きで大好きで……ウルリクはエマの無邪気で無垢で清らかなところに恋していたというのが、私的なツボでした。その感情を涼し気な美貌の下に隠しているというのも憎いですね。

　そして、私は女性が閨でどんどん気持ちよくなって快感に対して積極的になっていくのが大好きだし大事なことだと思っているので、エマもたくさん気持ちよくなってウルリクとの行為が大好きになっていく様子をしっかり描きました。ティーンズラブなので、その部分もたっぷり楽しんでいただければ幸いです。

　今後もいろいろ楽しんでいただけるものをたくさん書いていくので、別の作品でまたお会いできたら嬉しいです！
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